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淫らな婚前契約！　完璧御曹司は１日１回をご所望です
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第一章









　ちょっと、と手招きされて、ソファでくつろぐ父親に促されながら、南みなみ円香まどかは向かいのスツールに腰かけた。

　昔は隣にべったりと座って離れることもなかったが、もう二十六歳で社会人。

　さすがにそれはできないが、素っ気ない態度をとることはない。

　七三にわけられた白髪交じりの父親を見て、年をとったのだなと思う。

　お人形遊びから水遊び、ひとり娘を溺愛して、なんでも付き合ってくれた家庭的な人だ。

「そろそろ結婚なんてどうだ？」

「結婚？」

　父親の言う言葉に、円香は首を傾げた。

　無造作に束ねただけの髪の毛がゆらっと揺れる。

　適齢期といえばそんな気もするが、まだ結婚をした友人は少ない。

　親友に至っていえば、結婚なんかしないとまで言っているくらいだ。

　まだ先なのだろうと、ぼんやりとした印象しか抱けないものだが、憧れはあった。

　両親が仲良しであったせいなのか、自分も当たり前に子供を持ち、家族団欒を楽しみたい。

　仕事に生きがいを感じる性格でもなく、いずれは――と考えていた。

「でも、どうして急に？」

　円香が訊いた。

　すると、父親が軽く咳払いをする。

　言いにくいことでもあるのだろうかと、円香はじっと目を見つめる。

　すると、父親は視線を逸らして、すーっとローテーブルにお見合い写真を出してきた。

「このひとなの？」

「うちの会社の社長だ」

「社……長？」

　ピンとこない相手に、円香はそっと写真を見つめる。

　切れ長の黒い瞳に高い鼻梁、黒髪は流して整えてあった。

　その雰囲気や落ち着いた眼差しに自分よりは年上だとすぐに分かる。

（こんなに素敵な人……。お見合いじゃなくても）

　円香はじろじろと写真を眺めた。

　何か隠していることでもあるのではないかと、懸命に探してしまう。

　父親は天海建設の部長。出世は充分したと思うが年相応だろうし、自分は文具店の小売店で働いている。

　いわゆる、一般家庭であり、社長を担う相手には相応しいとは思えない。

　これだけの容姿があれば、いくらでもあてがあると思うのだが――。

「どうして、私に？」

　円香は耐え切れなくなって訊いた。

　すると父親がびくんと体を震わせて、ちらりと様子を窺ってくる。

　なぜそんなに怯えるような態度を見せるのだろうと、円香は首を傾げた。

「怒らないで聞いてくれるか？」

「怒らないわ。だって、お父さんの言うことって大したことないじゃない」

「いや、今回は結構凄いことだと思う」

「そんなわけないわ」

　円香は口を押さえて笑った。

　父親は嘘も苦手で、母親の尻に敷かれている。

　のんびりとした円香にすら、ご機嫌伺いをするような人間で『怒らないか？』『今回は凄いぞ』なんて言いながら、実は大したことがないことがほとんどだ。

　今回も、断れなくて見合いをする、なんて理由があるんだろう。

　円香がにんまりと笑みを見せていると父親はじーっと真剣な眼差しを向けて来た。

　かけている眼鏡をくいっと押し上げている。

「お父さん。老後はゆっくりしたい」

「うん。退職金があるし、ゆっくりできるでしょう？」

「いや、もっとはっきり言えば、早期退職して退職金がいっぱい欲しい」

「は？」

　円香が目を丸くした。

　天然ボケな父ではなかった筈だと、目を瞬しばたかせていると父親がごくんと生唾を飲んでいる。

「昇進して、世界一周旅行を何回もできるくらいの退職金が欲しいんだ。今、社長も結婚相手を探していて、取り入るには丁度いい。だから頼む、一生のお願いだ。社長との見合いを受けてくれ」

「お、お金の為？」

「その通り」

　真顔で言われて、円香はくらりとした。

　今まで尊敬して、大好きだった父親が老後を前に金策に奔走しだしたのだ。

　しかも、自分の老後の為に円香の結婚を利用しようとしている。

（自分勝手だわ）

「お父さん……。そんなの嫌だからね。私だって好きな人と結婚したいって願望ぐらいはあるんだから」

「そんなの理想だ。社長の写真見て、いいなって思ったろう？」

　そう言われて、円香は顔を引きつらせた。

　確かに父親の言うとおり、いいな、素敵だなとは思う。

　だからこそ、自分みたいな人間になぜ？　と思っていたのだ。

　まさか父親の老後の為の裏工作に結婚させられるとは思わないが、普通に出会っていれば、恋に落ちてもおかしくはない。それだけ彼には魅力がある。

　写真をちらりと見れば、大人の色気ある眼差しが円香を見つめていた。

「社長は三十三歳。名前は天海海斗あまみかいと。海斗という名前はおじいさまが名付けたそうだよ」

「あの……おじいさま？」

「ああ……彼はね、天海財閥の息子でもある。若くして社長をしているのは、財閥が持つ会社を経営していて、ゆくゆくは……」

　円香は冷や汗が背中を伝い落ちた。

　顔がひくひくと苦笑いを浮かべている。

　社長というだけでも自分とは違うと思うのに、財閥の御曹司となれば何もかもが違う。

　そんな人と上手くやっていけるとは思えないし、相手だって自分じゃ不服に決まっている。

「お父さん、悪いけれど退職金は今のままで我慢して。充分じゃない」

「……自分の育ちを比べても仕方ないだろう？　天海社長だって、別に気にしていないと言っているし」

「気にして……いない？　どういう意味？」

　円香がじろっと睨むと、父親が肩を竦めて舌を出した。

　可愛げのあるポーズをされても腹立たしさが増すだけだが、父親を憎めない。

　じーっと睨み続けると、重い口を開けた。

「彼も結婚相手を探していてね。人柄重視らしいから、私は娘を推薦したんだ。よく考えなさい。天海社長と結婚すれば、どんな我が儘だって聞いてもらえるし、優しいぞ。お金がたんまりある人だからな」

「お父さん！　お金お金って、恥ずかしい！」

「……老後には何かと必要なんだ。それに、一人娘の円香に負担させたくない」

　父親の思わぬ言葉に円香は言葉を失った。

　そんなことはまだ先だと思っていたし、準備だと改めて言われるとお見合いも断りにくい。

　自分たちで老後はなんとかしたいという気持ちは一人っ子の円香にとっては有り難いような気もする。でも、それと引き換えにお見合いとは、少し強引だ。

　円香は黙り込んでから、少し考えた。

　写真の相手、『天海海斗』という男は悪そうな人間には見えない。御曹司と聞いて驚くが父が信頼しているようだし、人柄重視ということを聞けば自分でも問題はないのだろう。

　一度会ってみるのも悪くはないだろうし、父親の体裁もある。

「会ってみる。でも、結婚するかは……」

「結婚するに決まってる」

「もう……」

　間髪いれず返された父の言葉に、円香がくすりと微笑んだ。

　もう一度天海の写真を見れば、少し意識して胸が鳴る。

　整った顔立ちは甘く、こんなことでもない限り出会うこともないだろう。

　男性に奥手というのもあるが、男性の友人や同僚を思い浮かべてみてもこんなに美男はいない。

　父親とは少し雰囲気が違うが、温かい家庭が築けるかもしれない。

（でも……私で大丈夫なのかしら？）

　父親を見れば、嬉しそうに頬を緩ませている。

（すっかりその気だわ）

「じゃあ、その日の為にワンピースか何かを用意しないとね。もしかして、着物？」

「ああ、いやいや、ワンピースでいい。まずはふたりが会うことが大切だからな」

「そう……。何かアドバイスある？」

「そうだな。大人しい色がいいだろう。きちんと見えるものをお母さんと選びなさい」

「うん」

　円香は頷くと、少しだけほっとした。

　慣れない着物を着て会うとなったら、それこそ一大事だ。

　着付けをしてもらい、髪を整えて――と、そこまでしたらお見合いだって断り難くもなる。

　ワンピースを買う程度でいいという父の言葉から推測するに、相手もそこまで仰々しいことにしたくはないのだろう。

　もう一度天海を見れば、きちっと整った眉が綺麗だ。

　父親のぼさぼさの眉とは違い、身なりもきちんとしていて好感が持てる。

　勿論、最近の人なのだから見た目を意識するのは当たり前だろうが、清潔感がある。

　ひとつひとつ確認したいと、円香は写真を丁寧に見ていった。

　引き結ばれた薄い唇は笑うのが苦手そうに見える。しかし、大きな口を開けて笑ったら楽しそうな、優しい口元だ。

　高い鼻梁は、外人のようにすっと伸びている。

（理想の家庭……というより、理想の旦那さまみたいな人……？）

　円香は写真を見つめながら、そんなことを考えた。

　濃紺のワンピースは襟だけ白くフレアスカート。刺繍が散りばめられていて、地味過ぎるのでは？　と店員にも言われたが、円香はこれが良いと決めた。

　ベージュと悩んだが、色は抑えた方がいいと思ったのだ。それまでにネットで散々調べたが、これだという確証もなく、不安ばかりが膨らみ自分で決めることにした。

　相手は普段は社長として働いているのだし、父親も大人しい色がいいと言っている。

　ベージュは明るいし、なるべく個性を消そうと努力したのだ。

　円香なりの考えでもある。

　ワンピースに袖を通して着替えると、今度は美容院で簡単に髪をまとめてもらった。

　本当なら自分でできると言い切りたいのだが、なにせ父のメンツがかかっている。

　綺麗に整えるに越したことはない。

　綺麗に髪を巻いてもらうと、少しはお嬢様風に見えるような気もする。

（実際のお嬢様を知らないけれど）

　料亭で天海を待つ円香は、すでに疲れて小さくため息を吐いた。

「どうした？」

　父親に顔を覗かれて、首を振る。

「少し疲れたの」

「まだこれからだ」

「そうよね」

　気が重い、とは言えずにまたため息が出そうになる。

　そうしていると、入り口が騒がしくなった。

　父親が立ち上がるので、円香も立ち上がる。

　そして入ってきたスーツの男性に目を奪われた。

　切れ長の瞳がちらりと円香を見つめる。

　目が少し合うので、会釈した。

「はじめまして」

「はじめまして」

　胸を鳴らせながら、円香は頬を染めた。

　写真で見るより背も高く、色っぽい男性だ。それに、視線が少し鋭くいかにも社長という感じの近寄りがたい雰囲気もある。

　こんな人と一緒にいたら息が詰まりそうだ。

　しかし、今日この日だけでも終わらせなければと背を伸ばした。

「娘の円香です」

「天海海斗です。お父様はよく頑張ってくれていて、信頼できるひとなんで是非、お見合いをと」

　円香の前に手が差し出される。握手かと思いおずおずと手を伸ばすとすっと握られた。

　そんな挨拶は初めてで円香の頬が一気に染まる。

　胸が早鐘のように鳴り、手が震えそうになって握り返すことができない。

「緊張しないでください。まあ、お見合いなんて古い慣習ですけど、こうでもしないと俺の親もうるさいもので」

「親？」

　すっと手が離れると、円香は少し寂しい気がした。

　親のための見合いかと思うと胸が痛む。こんな想いは久しぶりだ。

　切ない気持ちが胸にじわっと広がり、胸元をそっと抑えた。

「ああ。南さんから聞いてないですか。今回のお見合いはお互いにウィンウィンな条件なんです。南さんは昇進したい。俺は親を黙らせたい」

　じろっと円香は父親を睨んだ。

　ウィンウィンな関係とは聞いていなかった。

　とはいえ、断ることはできないのだが。

「まあ、座って料理でも食べましょうか」

　天海が促すので円香たちは席に着いた。

　料亭のきちんとした和食というのは、円香は初めてだ。

　ぎこちない思いをしつつ、なるべく笑みを絶やさずにいる。

　すると、すぐに食事が運ばれてきた。

「ゆっくり話しましょうか」

　天海は口角を上げて円香を見つめてきた。

　楽しそうに笑うというよりは、何か企んでいそうな笑みにも見える。

（写真だけじゃ、やっぱり分からないわ）

　円香がどぎまぎしていると、父親が「酒でも飲みますか？」などと言っている。

　宴会の席ではないのだからと円香が睨むと、天海が「いいですね」などと言い出した。

　ちょうど食事と食前酒を持ってきた店員を見て、父親も天海もニコニコしている。

（呆れた。お見合いよ）

　娘に着物を着せない理由が分かると、円香の胸の高鳴りも次第に落ち着いてくる。

　しかし、同時に父親が天海に従順なのが気掛かりになってきた。

　食前酒のグラスをチンと行儀悪く鳴らす父の姿に、円香は呆れて視線を逸らす。

「さあ、もっと飲みましょう」

「南さん、今日は見合いですよ」

「そうですね。でも、社長は娘でいいでしょ？」

「え？　まあ」

　ちらりと見られて、円香はしれっと視線を逸らした。

　そんな簡単に決められてたまるかと、顔を背けると天海はくすっと笑った。

（お見合いしましたって両親に言えればいいんでしょ。全く、なんの為の新品のワンピースなの）

「妻に相応しいと思いますよ。だって、南さんが育てたお嬢さんでしょ？　俺のこともちゃんと見てくれそうだし。帰りが遅くても、待っててくれそうだ」

　円香がぴくんと眉間を引きつらせた。

　今言ったことは天海の勝手な想像だろう。しかし、自分はそういう家庭で育ってきたせいか、憧れがある。相手に尽くすことが嬉しいのを見抜かれているように感じる。

「まあ、円香はわりと古風かもしれないですね。仕事より家庭に憧れてますし」

「別に、結婚に憧れるのは古風じゃないですよ。でも、年齢のわりには早いですね」

「私達の結婚が早かったから、憧れてるんですよ」

　父親が勝手に喋り、円香は頬を赤らめた。

　自分が言うべきことを代わりにペラペラと喋っているのだが、図星だ。

　仕事に生きたいと思うのなら、何があっても父親に逆らうだろう。

　自分はどちらかといえば、家庭を持つことに憧れがある。

「円香さんは？　俺と結婚してもいいですか？」

　突然質問されて、円香の胸が跳ねた。

　滑らかな低音が耳に残る。

「あの……私は……結婚するものだと」

　自分でも情けない言葉を発していると思った。

　こんな時に、少し歯向かうくらいの気概があってもいいのに、全くない。

　結婚するかもしれない、一度会ってみて決める、そんな事を考えていたら断る理由が見つからなかった。

　天海が驚いた顔を見せるが、すぐに真剣な顔になる。

「無理強いするつもりいはないですよ？　ただ、これは南さんの昇進と引き換えというだけで」

「……」

　一瞬、円香は天海の本性を垣間見た気がした。

　父親も言っていた。

　昇進がしたいから結婚してくれと。

　その言葉に偽りはないらしい。

　見合いだけで済ませるつもりは、天海もないようだ。

「私なんかでいいんですか？」

「円香さんは素敵だと思いますが」

　笑みを返されたが、円香はぎこちなく笑うだけだ。

　どうも試されているように感じるし、交換条件を出されているように感じる。

　父親にしても天海にしても、ずるい。

　やんわりとだが、じわじわと断る理由が潰されていくように思う。

「……」

　黙り込むと、天海はくすっと笑った。

　真面目な顔をしていただけに円香はむっとして顔をあげてしまう。

　すると余計にくすっと悪戯な笑みを向けられた。

「そんな顔をしなくてもいいじゃないですか。結婚して、家庭をつくる。俺もそういう当たり前の幸せが欲しいなとも思うんです。仕事だけの生活ですし」

「はあ」

「信じられないですか？」

　円香はこくりと頷いた。

　結婚したら、父の昇進は決定だろう。

　でも、この天海という男は尻に敷かれるタイプではない。さすがに社長というだけあって、プライドが高そうだし、なにより御曹司。

　手に入れたいと決めたら、少し強引な手を使っても、と考えていそうな気がする。

（その為の昇進だものね）

「私なんかで、結婚生活が成り立ちますか？　私、料理そんなに上手くないんです」

「大丈夫。慣れるまではいいシェフを呼べばいいし、外食だっていい。料理教室に通うのだってかまわない。君の好きにしていいよ」

「……じゃあ、天海さんはどんな家庭にしたいですか？」

「うーん。そうだな。温かい家庭。なんでも気軽に話せる関係」

「それだけですか？」

「そうだね」

　円香は拍子抜けした。

　もっと嫁に求める十か条でもあるかと思ったが、彼はそんなものもないようでごく普通のことを望んでいるらしい。

　煌びやかな言葉で惑わすわけでもなく、円香の心は次第に和んでいった。

　彼なら――とどこかで思い始めてしまうことに驚いてしまう。

　ちらりと瞳を見れば、黒い瞳がうっすらとこちらを見て微笑んだ。

　目が合うとは思わずに俯くと頬が一気に染まる。

（だ、だめよ。もっとちゃんとしないと。いくらお父さんの頼みでも、自分の人生よ）

　そう思いつつ、またちらりと見てしまう。

　父親と楽し気にお酒について話していて、にこやかな笑みが優しく見える。

　やり方は少し強引ではあるが、父との関係を見ると信頼できるのではと思えてきた。

「あの……」

　円香は勇気を振り絞って天海を振り向かせた。

「ん？」

「私でよろしければ……」

「気が早いよ。デートをしないと、俺のこと分からないだろ？」

「……っ？　すみません。私ったら」

「いいよ、その気になってくれてるなら、俺も嬉しい。食事でも食べようか」

　円香は恥ずかしく思いながらも小さく頷いた。

　隣に座る父親が照れたように頭を掻いている。

　どうやら居心地が悪くなっているようだ。

「社長、どうぞ娘とふたりだけで食事なさってください」

「えっ……。そうしたいのですが、恐らく円香さんが緊張してしまうと思うので、今日はご一緒してください」

「いや……でも……」

　円香は父親に目で合図を送った。

　ここに居て欲しい、そういう意味でじっと見つめたつもりなのだが、父親はなぜか苦笑して席を立ち上がる。

「じゃあ、私は帰ります。娘もふたりきりがいいようですから」

（お父さん！　ちがっ）

　瞬きを何度もして合図を送っても、照れ笑いを浮かべてニヤニヤするだけだ。

（違う……ここに居てほしいのに）

　円香たちが取り残されると、一瞬沈黙が落ちる。

　さすがに出会ってすぐで何を話したらいいのか、天海ですら戸惑っているようだ。

　料理も終わっていないから、外に出るわけにもいかない。

　円香は上目で天海を見ると、にこっと笑みを返された。

「じゃあ、せっかくなので少し話しましょうか」

「……はい」

「円香さんは普段は何を？　お仕事は？」

「文具小売店の事務をやっています」

「ふーん。楽しい？」

「い、いえ。正直、仕事があまり好きではなくて」

　円香は思わず本音を零す。

　バリバリ働く人間だとアピールしたいところだが、円香はその後ろで補佐にまわるタイプだ。昇進とも縁遠いし、お昼もいつも決まった定食屋。制服もグレーだし、働く姿を見られたら、地味な子だと思われるだろう。

「あの……ごめんなさい。仕事から逃げるつもりじゃないんですけど」

「え？　ああ、見合いのこと？　それだったら、気にしてないよ。得手不得手があるし、誰もがキャリアウーマンだったら、バックアップする人間が誰もいなくなるだろ？　それに、結婚生活が必ずしも楽しいとは限らない」

「……え……」

　淡い思いを描いていた結婚に、天海は冷静な言葉を投げてきた。

　少なくとも、円香よりは客観的な意見があるようだ。

　でもそれは同時に、円香を困惑させる。

（形だけの結婚でいいとか……）

　父親とウィンウィンな関係だと言っていたことが頭によぎり、自分達の結婚が必ずしも両想いだとか愛だとかふわふわした雰囲気のものではないのかもしれないと、落ち込んでしまう。

　すると天海は、円香の心中を察したのか、慌てたように笑みを作っていた。

「あ、いや。俺三十三だろ？　周りは結婚してるし、色々聞くんだ」

　渇いた笑いで誤魔化されたが、天海の言葉はずしんと響くものがある。

　何か隠していることでもあるのかと、円香は勘ぐってしまう。

　すると、料理が運ばれてきて天海は嬉しそうにデートの話題へと切り替えた。

　週末に家に迎えに来て、高速を飛ばして郊外まで連れて行ってくれると言われて浮かれてしまう。

（デートして、それから決めればいいのよね）

　円香はそんなことを考えながら、食事を口に運んで互いの話を深めていった。
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　日曜日、日差しが鋭く差す真夏。

　空を見れば入道雲が出ていて、円香は自然と着る服はノースリーブが良いと思ってしまう。

　以前、可愛いワンピースを買ったなと、クローゼットから取り出し鏡の前で体に当てると自然と鼻歌も出てしまう。

　今日は天海との三回目のデートだ。

　一回目は、時間は決めていなかったが前日に予定を決めてきた。服などの用意に焦りつつも、郊外の別荘地までドライブ。美味しいコーヒーと料理を食べて、帰ってきた。

　二回目は海。車で連れ出してくれて海岸沿いをずっと走った後に、海鮮の美味しい店で食べてきて、帰りは少し買い物をした。

　レストランでは記念日には必ずお祝いをしたいと言われてくらりときてしまった。しかし、彼の家庭への理想の高さを知る日でもあったが。

　料理は一汁三菜が必須で、お帰りなさいと出迎えて欲しいと言われて、一瞬戸惑ってしまう。

　専業主婦ならそうするものかもしれない、と自分の母を思い浮かべつつ一抹の不安を抱きながら話を聞いていると、ハンカチをプレゼントされ、円香の気持ちは一気に浮かれてしまった。

　それだけじゃない。

　まるで絵に描いたような完璧なデートコースに、円香は文句もなくうっとりと身を任せていた。

　車は心地よい音楽が流れ、喋っていても安全運転。エスコートもさりげない。

　大学時代のサークルで遊びに行った時なんて、ナビがどこを示すのか見当もつかなくなって道に迷うことなんてよくあったし、そんなの当たり前だと言い出す人もいた。

　今まで男性と付き合ったことはないが、全てをここまでスマートにこなす人は他にいるのかと、誰かに訊いてみたくなる。

　食事にしても、背筋がピンと伸びてしまうような高級感溢れる店を選んでくれていて、気後れする円香をよそに天海はナイフとフォークを器用に使う。

　勿論、着ている服だって爽やかな印象だ。

　ここまで完璧だと、自分が何かしでかしてしまうのではないかと不安にもなる。

　父親とのウィンウィンな関係という見合いだけが、少し強引に進められただけなようでほっとしてしまう。

　デートも三回目となると、緊張がほぐれてきておしゃれにも気合いが入る。

　前日は仕事で些細なミスをして、落ち込んでいたのだ。

　今日は少し天海との距離を縮めたい。

　この日も前日に誘いを受け、少し焦りつつも二つ返事でＯＫをした。

　多忙な人だから仕方ないと、円香はのんびりと考えて彼を受け入れ始める。

　着替え終えてメイクを済ますと、ドアフォンが鳴った。

　すぐに円香が出ると、天海がにこにこと画面に向かって手を振っている。

　嬉しくてドアまで飛び出すと、彼は嬉しそうに眦まなじりを下げていた。

「待ったかな？」

「ううん」

「今日は……、ちょっとドライブをして都内を歩こうか」

　円香は笑顔で頷いて、手を引かれて車に乗せられるとウキウキと胸を鳴らせる。

　心配したり、戸惑ったりすることはもうほとんどない。

　ただ、ときどき彼が垣間見せる強引なところが心配ではあるが、ここまで素敵な人なら受け入れられるだろう。

（今日あたり、少し進展するかしら）

　円香はドキドキしながら、笑みを零してしまう。

　車がゆっくりと動きだして、都内に向かう。円香はふと、天海の口数が今日は少ないことに気がついた。

（疲れているのかしら？）

　円香は顔を覗きこもうとしたが、心配することでかえって気を遣わせても悪いと思い直し、背を正す。

　しかし気になって口を開きかけた時だった。

　高速道路に入った車は、スピードを上げて走り出した。

　車窓の流れが速くなり、気分が高揚してくる。

「大事な話がある」

「はいっ」

　いよいよかと、円香は体を硬直させた。

　まだ婚約指輪も貰っていないが、天海ならサプライズで何かしてくれてもおかしくはない。

　この流れは、確実に『結婚しよう』というものだろう。

　息を詰めて目を瞬かせていると、天海が静かに言い出した。

「まだ、キスもしていないが」

「え？」

「結婚前に言っておきたいことがある」

「は、はあ」

「結婚生活にセックスは不可欠。レスになると愛も冷める。友人も会社の部下もそんな悩みがあると聞いている」

「はあ……ええ」

　円香は天海から聞きなれない言葉を聞いて、目を点にした。

『セックス』『レス』つまり、体の相性についてを言いたいのだろうか。

　まだキスもしていない、デート三回目だというのに。

（結婚生活は、そりゃ何もないのは変だろうけど）

　いきなりの話題に面くらい、俯くしかない。

　天海がそんなことまで考えているとは思わなかったし、口をもごもごさせてしまう。

「いくら気持ちを縮めて、好きだなんだと言い合っても体の相性が悪ければ最悪離婚だ」

「……り、こん」

「ああ。そういう奴もいた。友人にな」

「……」

（三十三歳独身だものね。周りが既婚者だったら、色々あるわよね）

　円香はまだ自分が二十代半ばであることや、処女であることなどを考えると色々と縁遠い話をされているようで仕方ない。

　そもそも、体の相性とはなんだろう？

　セックスの過程で上手くいかないとか、相手が下手とか、そういう意味だろうか？

　分からないことだらけになっていき、頭にクエスチョンマークが浮かびあがり始めた。

　黙り込む円香を無視して、天海は冷静に運転しながらも言葉に熱が籠もり始める。

「それで、だ」

「はい」

「一日一回、セックスをしたい」

「はい？」

「毎日したい」

　円香は言葉を失い、思わず天海を見つめる。

　流し目で見られて、どくんと胸が跳ねた。

　彼の大人の色香はこの三回のデートでよく分かっている。

　強引に体の関係になっていないのだって、円香は嬉しく思っていたことだ。

　しかし、結婚生活を送り始めたら毎日セックスしたいというのは、どういう意味だろう。

「あの……さすがにそれは」

「無理じゃないはずだ。君は若いだろ？　経験は？」

「け、経験は……その……ない……です」

「素直でいい。じゃあ、お互いに頑張れるな」

「はい？」

　もはやチンプンカンプンだ。

　そもそも処女の円香にしてみれば、ことの重大さも分からない。

　そして、頑張れるという意味だって察するだけで深くは理解できないのだ。

　よく新婚は激しいだの毎日盛んだの冷やかすものだが、どうも、そんな意味に聞こえてこない。頑張れる、には体育会系のノリを感じて仕方ない。

（天海さんって、こんな人……？）

　首を傾げたくなるが、円香は正面を見て気持ちを静めた。

　状況が理解できないし、セックスを毎日したいと宣言されるのだって理解不能だ。

　そんなことを言わなくても、自然と体を重ねるものじゃないだろうか。

　それとも、宣言でもしないと天海は無理だという意味？

（まさか……天海さんって経験ない……？）

　ちらっと見ると、切れ長の瞳が少し恥ずかしそうにちらりと円香を見て視線を逸らした。

　運転も車が多くとも乱れることなく、丁寧に車線変更をしてスムーズに進んでいく。

　こんな話をしているのに、彼は取り乱している様子はない。

（未経験……なら、少しは動揺するような……。でも、私も分からないし）

「とにかく、それを前提とした結婚でも、かまわないか？」

「えっ？」

「一日一回のセックスをする。その決まりがあっても、俺と結婚してくれるか？」

「……」

（これ……プロポーズ？）
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　今まで何もかもがスマートに行われただけに、肝心なところが抜け落ちているようで円香は肩透かしを食らったような気持ちになる。しかし、ちらりと彼を見れば、真剣な眼差しで円香の様子を窺っている。

　これまでの彼を見て、不快に感じるどころか気分よくデートもしてきた。

　我が儘を言っても、受け入れてくれるだろう。

　御曹司だの社長だのと色々と天海には肩書きがあるが、自分の前ではとても真面目で優しい人だ。問題なんて何もない。

　一日一回のセックスなんていうのも、円香が緊張してはいけないと、天海なりの気遣いなのかもしれない。そう思う方が気が楽になる。

「……宜しく……お願いします」

「ああ、良かった。こんな形でしか言えなくて悪かった。どうしても、最後のことは確認したかったが、内容が内容だけに、レストランでは言いにくいだろう？　車の中で悪いな」

「いえ。あの……私で良いんですか？」

「ああ。デートして分かったよ。とても優しい人だって」

　褒められて、円香は照れくさくなる。

　この人となら、幸せになれるかもしれない。

　こうして何もかも委ねても、必ずリードしてくれて、幸せに導いてくれる人。

　円香の心に幸せが満ちていき、頬が緩んでしまう。

「都内のレストランで、正式に指輪を渡すよ」

「ありがとうございます」

「よろしく、円香」

　名前を呼ばれて、円香の気持ちは一気に盛り上がり目を潤ませた。

　人生で一番の幸せを噛みしめているのかもしれないと、運転している天海を見つめながら、そっと言う。

「こちらこそ、よろしくお願いします。海斗さん」

　初めて名前を呼び合い、車内の温度が上がるような感覚を初めて抱いて、円香はどくんと胸を跳ねさせた。

（今日……帰らないでも平気……よね）

　胸元を抑えながらそんなことを考えていると、少し恥ずかしくなって外を眺める。

　入道雲は空いっぱいに広がり、真夏の空は広く綺麗だ。

　そんな時に自分達が幸せになったのかと、景色が目に焼き付く。

　車が都内に入り、ビル群が近づくと自然と気持ちが浮き足立つ。

　自分は今、最高に幸せなんだ、そう噛みしめながら背もたれに身を預けた。
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「え？　あの……もう一度。よく聞こえなくて」

　円香は去り際の車の中、キスもしてくれない海斗に落ち込んでいた。

　結局、プロポーズをされたあの日。

　レストランでダイヤの指輪を貰ったまでは良かったのだが、キスもセックスもなく、公園を散歩して帰ったのだ。

　信じられない思いを胸に秘めながら、自分には魅力がないのだと部屋で泣きそうになった。

　しかし、嫌われることなく次のデートの約束はすぐにされて、今度は郊外へ連れ出される。

　その日こそ、体の関係はなくともキスくらいはと唇のケアは入念にしていた。

　が、手を触れるだけで何もなく終わり、家に送り届けられた。

　自分との結婚は形だけなのか、一体なぜキスもせずにデートが終わるのだろうと不満を募らせたまま、結婚を間近に控えて円香の想いは爆発してしまった。

『自分には魅力がないのか』と。

　車の中でそれっぽく手を握られて、沈黙も落ちる。

　ぞくっとするような緊張もするし、海斗が円香を意識しているのも分かる。

　それなのに、手をすぱっと放して「さよなら、また」と言われるのだから、さすがに辛いのだ。

　しかし、海斗は思わぬことを口にしたような気がした。

　あまりの衝撃と、小声で聞き逃してしまう。

「俺は、女性不信だ」

「……」

　期待していた新婚生活が、音を立てて崩れるような気がした。

「だって、いつも素敵なデートしてくれたじゃない」

「そういうフリはできる。問題は、キスとかセックスとか、そういうのができなくてな」

「……それって……」

　一日一回のセックス、その意味がカチャカチャと頭の中でピースが嵌まる。

　考えたくはないし、頑張れる、そう言った彼の言葉がずしんと重く感じられた。

「女性不信を克服する為に、一日一回のセックスが必要だと思った。慣れないことには、どうしようもないからな。たとえ好きでも俺自身の体が反応しなきゃ意味がない」

　大真面目な顔で言う海斗の横で、円香は頬を染めた。

　男性のそれを見たことないし、触れたこともない。

　円香の体に反応しない理由を聞かなければ、悪いのは自分だと思ったろう。

　頑張れる、と聞いたときに体育会系だと感じたのは、つまり愛し合う行為ではなく、女性不信を治す為に努力する、頑張れる、という決意だったらしい。

　思わぬことにため息を吐きそうになるが、ぐっと堪えて、円香は控えている結婚のことを考えた。もうドレスも合わせて、招待状も送っている。

　今更結婚しないということはできない。

　しかも、初婚だというのに互いの性の不一致……なんて理由があり得るだろうか。

（私達、そんなことで結婚しないの？　充分仲良くなったじゃない。もう親の為とか関係ないわ）

「言ってくれてありがとう。一緒に頑張ろう？」

　円香が笑みを向けると、海斗はじわっと目に涙を浮かべている。

（えっ……）

「本当に、ありがとう。嫌われるかと思っていたし、その覚悟もあった。今から結婚をキャンセルすると言われても、それならそれでいいと思って打ち明けて良かったよ。円香は本当に優しいな」

「う、うん」

　優しさなのか、それはまだ分からないが自分が納得できないまま別れるのは無理だと、結婚を選ぶことにした。性の不一致というのは、互いに体を重ねてから生まれる悩みだと思うし、まだ何もしていないのに拒絶する理由もない。

　円香は改めて海斗と一緒になることを誓い、結婚式は後日盛大に行われた。

　しかし、新婚初夜。

　式を挙げたホテルのスイートルームで、海斗はそわそわと部屋を往復して落ち着かない。

　見かねてソファに座るように促すと、かなり距離を取られて座られてしまった。

「あの……結婚したんですし」

「ああ、分かってる」

「別にもう何度も会ってますから」

「ああ、分かってる」

　様子がおかしいとちらっと海斗を見れば手が少し震えている。

（う、そ……。だって、車じゃそんなことなかったのに）

　あんなにもスマートにリードしてくれた彼が、ガタガタと震えているのが信じられない。

　説明されていなかったら、何事かと思ったろう。

　どうにかして震えだけでも止めてあげたいと、円香はそっと手を握った。

「大丈夫ですから」

「っ！」

　大きな手がぎゅっと握られて、海斗のすらっとした長身がぴーんと伸びた。

　ただ手を握っただけだし、今までだって手を握るくらいはあった。海斗から握ってきたこともある。

　どうしてこんなに緊張しているのだろう。

「だって、私も経験ないですし」

　苦笑しつつ言うが、海斗は目を合わせてもくれない。

「俺は……それなりに経験もしている」

「え……あ……ごめんなさい」

「それでこの有様だ」

「あの……じゃあ……。寝ますか？」

　海斗がびくんと体を震わせる。

　スイートルームのベッドはもちろんひとつだけ。

　キングサイズのブラウンで整えられたシックな色のベッドだ。

　長身の海斗が寝転がっても、足がはみ出ることはないだろう。

　それに、抱き合うには丁度いい広さにも見えた。

（今日、勢いに任せて……じゃないと、私だって緊張して、タイミング逃しそう）

　勇気を振り絞って手を引くと、息を飲む音が聞こえてくる。

（そんなに緊張しないでも……）

　ベッドの前までなんとか誘導すると、はっと気が付いた。

（お風呂……入ってない）

　ここからＵターンして浴室に向かうのはもはや厳しい。

　かといって、一日中ドレスを着て汗が滲んだ体を晒すのは恥ずかしいものだ。

　こんなとき、海斗がリードしてくれればと上目で見れば、視線を思い切り逸らされた。

（えっ……そんなに……）

「ごめん」

　そういうなり、強引に顎を掬いあげられて触れるだけのキスを落とされた。

　そして、海斗はごろんとベッドに横たわり背を向けてしまう。

　どうしたらいいのか分からないで隣に寝ようと寝そべると、着替えていないことに気が付いた。

「海斗さん。着替えとかお風呂とか……」

「……ああ」

「あの……汚れてますから」

「分かってる」

　声が震えているような気がして、円香は振り向きそっと体を摩った。

　すると、息を詰まらせるような音がまた聞こえてきたのだ。

（どうして……）

　胸が絞めつけられるような思いになって、円香は海斗から離れた。

　撫でていたい気持ちもあったが、辛そうで悲しくなる。

　そっと離れて、円香は小さな声で言った。

「お風呂入ってきます」

「ああ」

「海斗さんも、後からどうぞ」

「俺は、明日の朝入るから」

「……はい」

　嫌われているわけではないのは分かる。散々彼は優しくしてくれたし、ふたりきりの車だと手も触れることができた。リードするように恋だって進めてくれていた。

　でも、さすがに新婚初夜でこの態度は辛いと、円香は浴室に向かいながら思った。

　結局お風呂から上がってベッドに横たわっても、海斗とはひと一人分の距離が空いたままで、互いに背を向けて眠ることになった。





＊＊＊






（今度こそ。今度こそ！）

　ソファでくつろぐ海斗を確認しながら、新婚旅行のハワイで円香はトイレの中、ひとり拳を握っていた。

　この日の為に知識も得たし、下着もお洒落なものばかりを買って持ってきてある。

　決して地味な『パンツ』という類のものではない。

　勝負下着という物を初めてネットで買って、バレないように身に着けている。

　色はピンクのフリフリのレース。ブラは胸をわずかに隠しているというもので、ショーツにしても覆うというよりは、レースをまとう装飾に近いような印象だ。

（もう、後戻りはできないのよ）

　ぐぐっと握り拳を握る。

　新婚旅行に行くまでに数日時間が空いてしまった。

　新居で新生活を始めるにしても、海斗は普段は凛とした雰囲気漂う男性なのだが、夜ベッドの上になると、おどおどし始めてすぐに寝てしまう。

　自分に自信があれば、ゆすり起こして何かしたかもしれない。

　でも、知識がなくどうしたらいいのか分からずに、眠れぬ夜を過ごしていた。

　これでは新婚旅行まで危ういと、友人にメッセージで相談すると勝負下着が良いと言われてなんとかそれだけは手に入れた。夜、どんな風に体を重ねていくかも勉強し、準備は万端だ。

　けれど、自信がもてない。

　海斗が眠ってしまえば、自分など用なしなのだ。

（これが……性の不一致……）

　一気にやる気がなくなりそうになるワードが頭をよぎり、思い切り頭を振った。

　そもそも、一緒に頑張ろうと言っておきながら、海斗がやる気を出さないのだって問題だ。

　それに――。

　じわっと下着を湿らせているうずうずした感覚のその先を、いい加減に海斗に教えて欲しいのだ。

　海斗のことを考えたり、夜背中の体温を感じて眠ったりするだけで、蜜がじんわりと下着を濡らしている。

　自分が欲求不満なのかとも思ったが、調べてみれば、好きな人を前に体が反応しているだけ――とのこと。

　生理現象、ともある。

　つまり、海斗がその気になってくれないかぎり、もじもじする時間が増えるばかりなのだ。

　もうそれは終わりにしたいと、円香はトイレから出るとのんびりくつろいでいる海斗の隣に座った。

　ハワイの波の音を聞きながら、現地のテレビをのんびりと見ている。

「あの……私達……もう結婚したし」

「ん？」

　きょとんとした顔で見られて、円香は頬を赤らめた。

　何を自分から迫っているんだろうと俯くと、耳朶まであつい。

　しかも、今日はなんとしてもことを成す為にオフショルダーを着て、ミニスカートを穿いた。日本だったら人目を気にしてできないが、海外だったらこれくらいでも平気だろう。

　それに、このくらい大胆にしないと海斗には意味が通じないように思うのだ。

「私のこと……好きですよね……」

「ん？　ああ」

「本当に？」

　潤んだ瞳で大げさに手を握った。

　ここまでは、友人のアドバイスの通りだ。そして、その手を胸元に持ってくれば、海斗にだって意味が分かるだろう。

　どくどくと胸を高鳴らせながら、節くれだった海斗の手を自分の胸に触れさせる。

　勿論、海斗の顔が引きつった。

「今日……緊張してるの……わかりますよね？」

「あ……ああ」

「頑張るって言いましたよね……？」

「ごめん。一日一回のセックスだったな」

　海斗が頬を染めて顔を背けた。

　自分がどんな顔をしているのか想像もつかない。

　きっと恥ずかしい顔をしているに違いないと、頬はどんどん赤くなり体が火照りだす。

　ジンジンと体の芯が疼き始めて、円香は初めての感覚に戸惑った。

　胸に指先を触れさせるくらいはできたが、ここから先は無理だ。

　そもそも、男性に触れたこともない。

　目をぎゅっと瞑り、後は海斗がなんとかしてくれと、黙り込んだ。

「できる限りのことは、する。可愛いよ、円香」

「……」

　息が詰まるような言葉に、円香は顔をあげた。

　すると顔が近寄りソファにゆっくりと押し倒される。

　何が始まるんだと目を瞬かせていると、唇が塞がれた。

「んっ……んんっ……」

「口……開けて」

「はい……」

　必死に応じようと口を開けるとすぐに舌が入り込んできて、慌てて口を閉じそうになる。

　しかし口内を縦横無尽に這いまわる舌先が甘い痺れをもたらし、口を半開き状態にしている方が心地良さを感じる。

（なに……これ……）

　歯列を丁寧になぞられて、舌を絡めとられると応じて舌を這わせた。

「んっふあ……」

「可愛いよ。円香。キスも上手だ」

「そう……ですか？」

　口を開けたままでは喋りにくく、円香は唾液が次第に口内に満ちてくるのを感じて高揚感が満ちてくる。こんなことは初めてだと、丁寧に舐め取られてまた甘い声をあげてしまう。

　キスだけでも気持ち良いと、円香は身を委ねていると、はっとした。

（海斗さん……できてるんじゃないの……？）

　こんな濃密なキスができれば、後は体を重ねるだけだ。

　何ができないのかと不思議に思ってしまう。

　考えている隙に、オフショルダーを強引に引き下ろされて胸が露わになる。

　今日の為に着てきた『勝負下着』を見られて思わず手で覆った。

「見せて」

「だめっ」

「いつもと違うんだろ？　可愛いの、見せてよ」

　それでも恥ずかしいと手を前にしていると、強引に腕を握られて避けられた。

　乳房をわずかに隠すレースに、海斗が目を丸くしているのが分かる。

「今日の為？」

「だって……そうでもしないと駄目なのかなって」

「ごめん」

「責めてるわけじゃ」

　円香が戸惑っているうちに、ブラはすぐにずらされて露わになる膨らみに海斗が顔を埋めた。

「ひぁっ……海斗……さんっ」

「存分に気持ちよくなってもらうから」

「どういう……意味？」

　円香が身を捩りながら先端を舐られていると、次第にピンク色の突起がピンと立ち上がる。

　そして、そこを舌先が丁寧に捏ねまわして体中に甘く蕩けるような痺れをもたらした。

　腰を跳ねさせて、逃げようと身をよじるけれど、ちゅぷっと音を立てて舐められると、また新たな快感に襲われる。

「あっ……ふぁあぁ……あぁ……ひぁ……」

「そんな可愛い声。初めて聞いた。もっと聞かせてほしい」

「だめ……こんな……恥ずかしい声……」

　そう言って唇を噛みしめようとするが、力が入らずにあられもない声が漏れてしまう。

　自分が望んでいたとはいえ、初めての快感は思うよりずっと激しく頭の中が次第に真っ白に蕩けていく。

「あっあぁ……あぁ……」

　ひくひくと体を震わせてしまうと、海斗が左胸を鷲掴みにして先端を押しつぶした。

　途端、体中がビリビリとした電流が走る。

「ひぅあ……っ！」

　捏ねられ、摘ままれてたまらないと頭をイヤイヤと振るしかできない。

　乱れていくと、次第にミニスカートがずりあがり、はしたない恰好になってしまう。

（こんな格好……やだ……恥ずかしい……！）

　スカートが捲れて露わになる太もも、そして勝負下着が視界に入ると羞恥を煽られた。

　嫌だと頭の中で思うのに、体は欲しくてたまらないとうずうずした気持ちでいっぱいでもある。

　こんな状況の中にずっといたらおかしくなりそうだと、海斗を押し返そうとも思うのだが、力は入らない。

　それどころか、蕩けて次第に息が上がる。

「はぁ……はぁ……あっあっ……あぁぁ！」

　体をひくひくとさせながら、白い世界の中に意識を陶酔させた。

　自分でも、どうしてこんな風になるのか分からない。

　ぼんやりと現実の世界に戻ると、海斗が満足気な笑みをたたえている。

「イケたみたいだな。感じやすいのかもな。まだこれからなのに、早い」

「……そう……なの？」

　とろんとした眼差しで海斗を見つめると、どこか自信に満ちた顔をしている。

「もっと気持ちがいいところがある。存分にイクといい」

「待って……なにをっ」

　ミニスカートを捲りあげられると、同じくセットの勝負下着が見えたようで、くくっと笑っている。

「笑わなくても。だって……海斗さん、私に興味ないみたいだから」

「興味あるよ、凄く。今だって、こんな風に一緒に頑張ってくれる円香が可愛くて仕方ない」

　紐で結ばれた両端を、するすると解いてしまうと下着はあっという間に脱がされる。

　男性の前で痴態を晒しているようで、思わず足をもじもじさせて隠そうとした。

「見せて」

「やっ」

「じゃあ、もっと近くで見ようか」

　そう海斗が言うなり、足を思い切り開かされて海斗の顔が茂みに埋まる。

「ひっあっ……だめ……恥ずかしいっ。汚い……海斗さん」

「そんなわけあるか。綺麗だ」

　ぺろっと舌が這うと、途端に背中にぞくぞくとしたものが這う。

　体がうねり逃げるように腰を引くが海斗は舌を秘丘に這わせ、茂みを掻き分けながら舐めている。

　はあはあと息を荒げながら、羞恥に耐えて胸を抑えていると舌先が蜜粒を転がした。

「あっ！」

「ここ。感じるだろ」

　レロレロと舌先で捏ねられて、円香は背を弓なりにして喘いだ。

　感じたことのない刺激に、息をするのも精一杯になり、声も出ない。

　秘玉を口内で転がされた後は、舌先が蜜壺に侵入する。

　目を剥いて驚いている間もなく、指先が秘丘を撫でながら蜜粒を捏ねている。

「あぁっ……！」

「もう一回イキそうだろう？」

「ちが……ちが……」

　そう言っているうちに、体が思い切りしなり硬直した。

　足先までピンと張ってしまうと、円香は恥ずかしい思いでいっぱいになる。

（また……）

「感じやすい上に、イッた後だから体が過敏なんだ。円香の体はエッチだな」

「えっ……エッチ……」

「エロいってことだな。そういう子って割と自覚ないんだよ。それが普通だと思ってるから。俺は、かなり嬉しいけど」

「どうして？」

「それは……内緒だ」

　そう言われているうちに、蜜壺に指を挿入される。

　長い指が肉壁を割って入ると、円香は初めての感覚にどくんと胸を鳴らせた。

　内壁を擦られて、また甘い痺れが体中を支配してくる。

　もはや海斗にされるがままだが、この快楽に抗う術がない。

　それに、彼はどこか満足気に見える。

（上手くいってるのよね）

　瞳を潤ませながら、抜き差しに夢中な海斗を見つめると目がちらりと円香を見つめた。

「まだ余裕があるみたいだ」

「ち、違うのっ……んぁあ！　……やめっ……海斗さっ……海斗ぉ！」

「こっちは蜜が溢れて、凄い絞まってるぞ。初めてなのに、気持ちいいみたいだな」

「そんな……つもり……あっあっ……いぁ……あぁ！」

　ぬちゅぬちゅと音が部屋に響き渡り、円香は恥ずかしさで目を瞑った。

　下肢からは蜜が溢れ出て、ソファを汚している。

　快楽が欲しくて勝負下着を穿いて誘った訳ではなく、あくまで、海斗の為にと思ったはずなのに、自分ばかりが溺れていく。

　抜き差しをされたり、擦られたりされ、次第に内壁はほぐれていく。

　そして、それを感じた海斗は指をもう一本挿入した。

　ぬっぷりと入ると、円香は窮屈な感覚を感じて目を剥く。

「あっ……んぁ……指……が」

「俺の指だけでも、まだキツイな。絞まりが良過ぎるし」

「だめ……海斗……、私、また、また！」

　少し抜き差しされただけで、円香は頂きを昇りつめて果ててしまう。

　息を荒くして、何度も果てる自分が恥ずかしくて仕方ない。

　しかし、こんなことをしていたら、海斗が満足する前に自分が力尽きてしまいそうだ。

　なんとかこの状況を終わりにしたい。

　それに、溢れ出る蜜と共に下肢がじくじくと疼いて、熱を欲しているのが分かる。

「海斗さん……海斗……」

「ん？」

「私ばっかりダメ」

　円香は大きく手を伸ばし、海斗を抱き寄せる仕草をした。

　しかし、海斗はこめかみをひくっとさせると、途端に蜜壺から指を引き抜いた。

　どうしてだろうと、円香も慌てて自分のした行為を反省する。

　誘ってはいけなかったろうかと、気落ちしていると抱き起こされた。

　そして、そっと抱きしめられる。

「これ以上は、今日は無理だ」

「どうして……」

「自信がない」

「うそ。だって海斗さん……気持ちいいし」

「こんなに乱れた円香を見ても、体があまり反応してくれていない」

「え……」

　そう言われて、思わず海斗の股間を覗いてしまう。

　勉強した通りなら、そこには怒張し膨らむものがあるはずで、スラックス越しでも分かるとある。しかし、海斗のそこはいつもと変わらない。

（どうして……）

　自分の魅力がないから。下手だった。そんな事が頭によぎり涙が滲んできた。

　しかし、海斗がそっと頭を撫でて、円香を抱きしめてくれる。

　しばらく抱き合うと、円香の衣服を丁寧に整えてくれた。

　そして、ソファに互いに座ると海斗は円香をじっと見つめる。

「昔……付き合っていた彼女に、結構酷いこと言われてな」

「どんなことを？」

「俺とのセックスって気持ちよくないとか、気持ちいいフリしてるとか。結構はっきりと」

　海斗は苦笑するが、円香は信じられない。

　ソファの上でさっきまで散々果て、蕩けていたのだ。

　人の体はそれぞれだろうが、いくらなんでも海斗にそんなことを言っていいことはないだろう。残念ながら、円香は感じやすく、そして海斗しか男性を知らない。

　その昔の彼女の言っている意味がよく理解できないのも悲しいことなのかもしれないが。

　今日彼がどれほど緊張して円香に触れたか、今想うと可哀そうにすらなる。

「ごめんなさい。何も知らなくて」

「いいんだ。過去のことだし、いずれは乗り越えないといけないことだ。それに、円香は気持ちよさそうにしていただろ？」

「えっ？　う、うん」

　円香はぎこちなく笑みを作る。

　今更自分のはしたない喘ぎ声をなかったことになどできない。

　そして、円香の反応する声や体を見て海斗は自信を取り戻しているのなら、嬉しい。

　とはいえ、かなりの羞恥を伴うわけで、セックスに至らなかったが円香は存分に快楽を知ったのだ。

　セックスをしたら、きっと一日一回のセックスでは足りない、などと考えるかもしれない。

（私……本当に感じやすいのね）

　海斗に酷いことを言った彼女こそ、海斗とは『性の不一致』で別れただけだったのだ。

　そのせいで、海斗は傷つき、セックスが困難になってしまったわけだが。

「私、海斗さんが好き。だから……好きにしていいの」

「……っ！　あのな……円香」

「私、抱きしめて欲しいもの。好きな人にいっぱい」

　円香は存分に手戯を受けた後で気分が高揚しているのか、本音がぽろぽろと出ていた。

　それに、自分ばかりが気持ちよくなるのも辛いのだ。

　かといって――。

　ちらっと男根のあたりを見つめる。

（できない。『そんなの』できないに決まってる）

　口淫をするという勇気もなく、時間に身を任せて海斗に抱きしめてもらうのを待つことに決めた。自分の体で自信がつくのなら、嬉しいものだ。

　身を任せると、頭を撫でられて円香はぴくんと体を震わせながら、小さな声で呟いた。

「今晩は……もう少しくっついて寝てもいいですよね」

「ああ。またしような」

「はい……」

　円香は恥ずかしさを感じつつ、こくりと頷いていた。







「あぁぁ！　……すご……すご……海斗さっ！」

　円香が身を捩り、海斗の前で激しく喘いでいる。

　自分は蜜壺を思い切り混ぜてぐちゃぐちゃと音をわざと立てることに専念した。

　すると腰が跳ねてまた激しく声が上がる。

（円香って……凄いな……少し触れただけで、もうこれか）

　さっき少し胸に触れながら、ベッドの上でいちゃつくように始まった行為。

　しかし、円香はすぐに瞳を潤ませて強請るようにキスを欲しがった。

　その顔に煽られて、すぐに蜜壺に手を伸ばせばびちょびちょの下着と溢れでる蜜に、海斗は一瞬戸惑いそうになる。

　こんなにも自分で感じてくれる人がいるのかと、自信を取り戻せそうだと思うのだが。

　反面、円香だから自信を取り戻すことができたのだろうと、自虐的な気持ちにもなるのだ。

　自分のテクニックがあるわけでもないのだろうし、触れただけでも喜ぶ円香に、テクニックの違いなんて分かるのだろうか。

　そもそも、彼女はまだ処女であり体を許した男性は自分だけ。

　もっと快楽を与えてくれる男性がいると知ったら、どうだろう？

（こんなことをどう練習すればいいのか）

　身悶えている円香を前に、蜜粒を押しつぶした。

「ひあぁ！　そこっ……やぁ！」

「ここ、気持ち良いところだろ？」

「ちが……ちがっ……やぁ！」

　ぬちぬちと捏ねてやると、円香が次第に体を硬直させて、足を思い切り伸ばした。

　体が弓なりになり、目の前で果てるのを視界におさめる。

（こんな簡単にイク女性だって初めてだし……。身体の相性は抜群らしい）

　円香が息をはあはあと言わせながら、とろんと愛おしく自分を見つめてくると、海斗ははっとする。

　物欲しげに強請る顔を、新婚旅行中に覚えてしまうなんて――。

（エロい……）

　しかし、自分の性器は挿入に至るまで強直に固くなっていない。

　自分でも信じられないが、ここまで分かりやすい顔をされても、揺れる胸を見ても、蜜が滴る様を見てすら、未だに回復はここまでだ。

　情けない思いでいっぱいだ。

　しかし、円香と出会う前はそもそも、反応すらしなかった。

　ネットで見たＡＶを見ても、思うような勃起はしない。

　今の円香の方が効果は絶大だ。

　信じられないが、未だ処女の初心な彼女が物欲しげな顔をするなど、なによりもいやらしく感じる。

　本当は挿入までしたいのだが――。

　心と体はちぐはぐで、海斗は悲しい思いになりながら蜜壺に指を増やす。

「海斗さんっ」

「ぐちゃぐちゃにしてあげる」

「だ、だめぇ！」

　甘く鼻にかかる声が、海斗の脳に焼き付くようだった。

　このまま抱きしめてみたい、そして彼女を貪りたい。

（俺だって）

　ぐちゃぐちゃと掻き混ぜながら、海斗は乱れる円香を見ながら少し気落ちしていた。

　彼女が果てる様を見るのは自信に繋がり嬉しいのだが、次はどうしても挿入がしたい。

　このまま繋がることなく終わるのかと思うと、もどかしい。

（挿入したい……）

　久しぶりに抱くモヤモヤした感情に、むくっとした感覚が蘇るような感じがした。

　頭の中を円香のことでいっぱいにして、彼女の喘ぐ声に耳を傾ける。

　しかし、男根は力をなくしていく。

（ああ……でも……円香って凄いな）

　指で抜き差しをしながら、ベッドの上で身を捩る彼女を見て思う。

　挿入ができなくても、キスはできると海斗は思い切り円香にキスを始めた。

「んっんっ……ふぁ……あぁ……」

「蕩けそうだ」

「うん。好き……海斗さん」

「大好きだよ、円香」

　海斗はもどかしい思いを抱きつつ、その晩円香を何度も果てさせた。

　その後も、夜になれば海斗は円香を愛撫し、体に快楽を覚えこませていく。

　挿入に至らないことを円香がどう思っているか、海斗はどうしても不安になるが本人に直接訊く勇気はなく、気持ち良くさせることに集中した。

　すやすやと寝息を立てる頃には深夜になり、裸にじんわりと汗を掻いた肌をそっと撫でてた。

（こんな関係になれるなんて思わなかった）

　以前の彼女の影響のせいか、自分には一定の魅力はあっても、性的な技術は皆無なのだと思っていた。女性を煽ることも、快楽に溺れさせることもできないと。

　でも、円香に会って以前の彼女とは合わなかっただけだと気が付いた。

　確かに自分はテクニックがあるかどうかは分からないが、それなりに色々と考えてはいる。円香みたいに、感じやすい体の持ち主だと自分にも自信が取り戻せてやる気も出せそうだ。

（休みを任せている副社長とも、こんな風に距離を縮められればいいのにな）

　ふっと頭によぎるのは会社のことだった。

　円香には一切口にしないと決めているが、内心は愚痴のひとつも零したい状況だ。

　円香の父の南が海斗の派閥にいてくれるお陰で、かなりの優秀な人数が手元に置けること、信頼たる社員を仲間にできることは分かった。

　この縁談にしても、南を完全に抱き込むことが理由のひとつでもあった。

　両親からは結婚はまだかと言われていたし、南の娘なら互いの利害も一致するだろうと持ちかけてみれば、思ったよりも純粋そうな娘で面くらい、会ってみてひとめぼれした。

　自分の付き合ってきた女性たちの誰にも当てはまらない、真面目で家庭を好むと素直に言った円香を、傍においておきたくなったのだ。

　ウィンウィンな関係だと自分から提示しておきながら、円香に好かれたいと必死にデートを考え、結婚して良かったと思ってもらいたくて、時間を作るために仕事も奔走した。

　どうしても時間を明確に言えずに、前日に突然連絡することになっても、円香は怒ることなく受け入れてくれる。

　とてもありがたいことだったし、こんな風に振り回しているのに結婚にも踏み切ってくれた。

　そして、自分の情けない告白を聞いても嫌いにならずにいてくれる。

　こんな信頼関係を派閥争いをしている副社長と築けないものかと思う。

　今は会社を任せるという形をとって休戦状態だが、このまま争いもなく終わってほしい。

（副社長の欲しいものは、俺の椅子だったな……）

　それは死守しないといけない。

　結局、自分の考えはまだ甘いのかと、円香の寝顔を見ながら悲しい気分が胸を掠めた。














第三章









　翌日。太陽が眩しい中で、円香はワンピースにサンダルを履いて、アラモアナショッピングセンターを歩いていた。

　日本とは違うと言っても、観光客には日本人も多く英語が話せなくても楽しめて、思わず何度も足を止める。

　現地でしか買えないものが欲しいと手にしてみたハンドバッグだが、わがままはいけないと棚に戻す。すると、海斗がすっと取ってくれた。

「買ってあげるよ」

「でも」

「欲しいんだろ？　それに、またしばらく来られないから」

「ありがとう」

　円香は素直に応じると、あまりあちこち物色は駄目だと視線を落とした。

　煌びやかな色使いの物はとても綺麗だし、何を見ても欲しくなりそうで、海斗はすぐに買ってくれそうな雰囲気がある。

　いくら新婚旅行とはいえ、そして海斗が御曹司であるとはいえ、物をせびるのは好きではない。

　店を出て、視線を彷徨わせながら歩いていると、海斗が腰に腕を回してきてぴくんと体を震わせた。

「好きなもの買うけど？」

「私……そういうの慣れなくて」

「じゃあ、お揃いのものでも買う？」

　くすっと笑われて円香は頬を染めてしまった。

　そして静かに頷いてしまう。

「じゃあ、お揃いの指輪とかネックレスとか」

「うーん。俺はそういうのしないから。時計にしようか」

「……いいの？　私、少しお金持ってきてるの。……結婚したばかりだし。迷惑かけたくなくて」

「迷惑？　なにが？」

　円香は言葉に詰まる。

　結婚してすぐの新婚旅行。

　新居も、旅費も、全て海斗が支払いを済ませてくれている。

　何か欲しいものがあればすぐに手に入れてくれるし、買い物に出れば高価なものだろうが、安価なものだろうが、かまわずに買ってくれる。

　自分の財布の中身なんて大したことはないのだが、どうしても支払ってもらう、ということにまだ慣れない。

（結婚……したからって。こんなになんでもかんでもいいのかしら）

「だって、好きなもの何でも買ってくれるでしょ？」

「円香の必要なもの、欲しいものは買ってあげたいけど。ダメだったかな」

　海斗が首を傾げて訊いてくるので、円香まで困ってしまう。

　こんな結婚生活が待っているなんて思いもよらず、気持ちが追い付かない。

　手を引かれて歩き出すと、丁度時計店があり、海斗はすっと入ってしまう。

　円香が戸惑いつつも店内を見れば、その金額に目が点になった。

（出ましょうって言ったら失礼かしら）

　自分の金銭感覚とは違うのかもしれないし、ふたりお揃いのものだからいいものをと考えくれたのかもしれない。

　だとしても、高価過ぎて息を飲むばかりだ。

　海斗がじっとケースを見ていると、店員を呼んで円香にも指を差して教えてくれた。

「これだめかな」

　シンプルな文字盤の時計で一見華美な印象はないのだが、よく見るとダイヤモンドがきらりと光った。

「これ……」

「ここだけの限定品。ちょっと狙ってたんだ」

「……い、いいんですか？」

　ちらっと値段を見れば、見たこともない金額が書いてある。

　ドル表記のせいで一見、そんなに髙くないのだと錯覚してしまいそうになったが、円香は頭の中で即座に日本円でのおおよその金額を計算した。

　そして、頭を抱えたくなる。

（こんなもの、いつ身に着けたらいいの）

「あ……こっちの方が円香はいいかな」

　そうして見せられたのは、もっとはっきり宝石が散りばめられた時計だ。

「ああ！　私、最初の方が素敵です！」

「そう？」

　くすくすと微笑まれて、円香は恥ずかしくなった。

　こんなこと、きっと何年続けても慣れないだろう。

（金銭的感覚のズレでのすれ違いなんてことありませんように！）

　円香は祈るような思いで、目をぎゅっと瞑って海斗の裾を引っ張ってしまう。

「どうかした？」

「あの……この後、ジュース飲みましょう。私が払いますから」

「いや、俺が」

「私が！」

　時計店で思わぬ意地を張ってしまうと、円香は自分でもなぜか分からなかった。

　もう妻になり、支払ってくれるのならそれでいいはずだ。

　でも、海斗からは与えられてばかり。金銭的にも、体の快楽ですら。

　だからせめて、自分ができることをしたいと思ってしまう。

　腕の大きさに合わせてもらうと、箱に詰めて、小さなバッグに詰められる。

　それを円香に渡された。

　ふたりでお礼を言うと、円香の望みを叶えるべくレストランに向かう。

　海斗は円香の手を引いてくれて、未だカップル気分で嬉しい。

　レストランを見つけるとすぐに入って、ふたりは席に着いた。

　メニューを出されて、円香は値段を見てほっと胸をなで下ろす。

「好きなものなんでもどうぞ！」

「どうして突然？」

「……」

　黙り込むと、海斗は顎を摩りながらメニューを見つめてアルコール入りのドリンクが良いといった。

　円香はぱっと顔をあげて、おなじくカクテルを頼むとふたりで外を眺めながらのんびりとした時間を過ごし始めた。

　円香は満たされているような気がした。

　海斗の視線を感じてじわっと広がる熱を感じる。

　今日もきっとベッドで存分にひとりだけ愛されるのだろう。

　それで本当にいいのか、少し分からなくなり切なくなっていた。

　その晩も濃密の愛撫をされ、何度も果てるが挿入には至らなかった。

　足をもじもじさせながら、胸を鳴らせて頬を紅潮させ、『欲しい』の一言が今にも出そうになる。

　ベッドの上で、円香は火照る体を持て余して海斗を見つめていた。

（私って……変態……？）

　もう何度か口が滑ってしまったこともあるが、それでも海斗が挿入をするという行為をすることはなく、もう一度愛撫によって絶頂を向かえさせるということで終わる。

　今だって、勇気を振り絞って言ってもきっと円香が望むことはしてくれないだろう。

　海斗は汗を拭きながら、バスローブを羽織っていた。

　もう今日はおしまいなのかと自分も起き上がり、海斗にしなだれかかる。

「まだしたい？」

　海斗からの申し出に、円香は切ない想いで首を振った。

「甘えてきて可愛いな」

「……海斗さん。キスしてください」

　円香は精一杯の懇願に、目を瞑り口を閉じた。

　すぐに口を塞がると、途端にまた押し倒される。

「ま、待って」

「どうして？」

　海斗にこれ以上焦らされたら、体がおかしくなりそうだ。

　しかし、するっと手は膨らみに伸びてすでに尖っている所を捏ね始めてしまう。

「あっ」

「胸……と。ここと」

　くちゅくちゅと音を立てながら、蜜壺に指を突き入れられて腰が勝手に跳ねてしまう。

「あぁ！　やぁ！」

　声が枯れそうな程喘いで、もはや喉だってからからだ。

　それなのに、海斗は満足気に指を動かしている。

（違うの……私……ちゃんとしてほしいの……）

　しかし言葉にはならず、甘い声が漏れるだけだった。

　自分の考えはそもそも変かもしれないし、こうして丁寧に愛撫されることは嬉しいことだと思う。

　なにより、女性不信だった彼がこんなにも尽くしてくれているのだから、それ以上望んでいいのか分からない。

　円香は困惑しながら、腰を引いて快楽から逃げた。
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　ハワイから帰国して二週間。

　冬空のもと、円香はソファに座り切ないため息を吐いてテレビを見ていた。

　今日の夜も、きっと海斗は濃密に一方的に愛してくるだろう。

　結局、日本に帰ってきてからも海斗からの濃密な愛撫の日々は続いた。

　一日一回のセックスの代わりに、彼からの愛の行為はそれは長い時間をかけてたっぷりと行われた。何度果てても、円香が嫌だと懇願するまで続くのだ。

　まるで、それがセックスだと言わんばかりで次第に円香の方が虚しさを覚えていた。

　果てるとその時は気持ちがよくなるが、すぐに海斗と繋がりたいという新たな欲が沸く。

　それを埋めてくれることなく、海斗は円香の気持ちを埋めるように愛撫でごまかすようにも見えた。

　スマホで思わずネット検索すれば、『気持ちよくなるオナニー』なるサイトを見つけてしまう。

（だめ！）

　そうは思っても、手は動いてしまう。

　これ以上体が焦らされて、腹の奥が疼くような状態が続いたらきっと大人のおもちゃに手を出すだろう。

　それくらい、体だけは熟していて、心は空しい状態だった。

　サイトを見れば、おもちゃを使ったプレイも多々あるが、指先での刺激も紹介されており、円香の気持ちにふっと間が差してしまう。

　マンションには来客の予定もなく、海斗の帰宅時間は遅い。

　待っていても、彼の濃密な愛撫を受けるだけだ。

　このうずうずした体をなんとかしたい。

　そう思うとするっとスカートを捲りあげていた。そして、下着越しに秘丘を撫でてしまう。

　甘い声を我慢しようと下唇を噛み、慣れない手つきで刺激を与えた。

　海斗のそれとは異なり、自分では上手くいかないような気がする。

　それに――。

（これじゃ、海斗さんを裏切ってる）

　すっと手を離してスカートを治すと、物凄く惨めな気持ちになった。

　新婚初夜を終え、いまだ自分は処女。

　快楽だけは存分に知っているのに、海斗とは繋がったことがない。

　このままでは、もしかしたら一生――。

　嫌なことが頭をよぎり、首を思い切り振った。

（いっそ誘惑してみれば！）

　以前、勝負下着を着た時に海斗は興奮したように思えた。

　円香が能動的になれば、何か成果もあるかもしれない。

　スマホをいじりながら、何かないかと必死に検索してみる。

　まずは勝負下着よりもエッチな下着だ。

　コスプレも考えたが、大人な魅力の方が喜ぶような気がしてベビードールを選んでみる。

　それに合わせたショーツは、もはや紐のような下着だ。

（ああ～。こんなもの身に着けるの私）

　とりあえずカートには入れてみたものの、購入するまでには勇気がいった。

　本当に買っても、着るまでには時間がかかるかもしれない。

　でも、海斗を誘惑してその気にさせなければ、自分は夫がいながらにして処女という、逃げ場なしの状況になってしまう。

　そんな今後は考えたくはないと、思い切って購入ボタンを押すと一気に肩の力が抜けた。

　ベビードールはスケスケの黒いレース。合わせて買ったショーツはわずかに恥部を隠すレースと紐だけの組み合わせ。

　これを着て、出迎えたらどうだろう。

　出迎えなくても、眠る前に着替えて現れたら？

（玄関でいきなりこの恰好は駄目よね）

　眠る前にシャワーを浴びるフリをしてこっそり着替えて、海斗の前に現れよう。

　それから、もう少し調べてみたいことがある。

　それは、男根をしごくやり方だ。

　勿論、そんなことを考えている自分がはしたない。

　でも、もはや限界なのだ。

　やり方は色々あるらしい。

　口や手もあり、股で擦るという技もあるとのこと。

　なにからなにまで、自分でできるか不安になる。

　それに、もしもやってみて反応なしだったら、互いにどうしたらいいのか分からない。

　円香は一通りやり方を頭に入れながら、その後にも自然と対応できそうなものを考えた。

　結婚して時間を持て余しているのに、こんなに一日中セックスのことを考える自分が情けないと思うが、仕事に出たらきっと彼とは距離ができてしまいそうな気がする。

　海斗が家にいて欲しいと言っていたのは、彼なりの些細な束縛だ。

　彼は円香の目が他のことに向いてしまわないように、無意識のうち円香を縛っているのだろう。

　それを思うと、余計に頑張り時だと思えて円香は購入した下着が来るのをじりじりと待つことになった。







（まだ……寝ないのかしら……）

　テレビをぼんやり見ている海斗をちらちら見つつ、円香は今日届いたばかりのベビードールと下着が隠してある浴室が気になって仕方ない。

　それでなくとも、今日はなんとしても体を重ねたいのだ。

　しかし自分のその頑張りとは裏腹に海斗はぼやっとテレビを見て、寝室に向かわないのだ。

「海斗さん、そろそろ寝ない？」

「あ、ああ。もうそんな時間か」

　重い腰を上げると、海斗はゆっくりと寝室に向かった。

　円香はいそいそと浴室に向かいシャワーを浴びるとも告げることなく、さっさと着替えることに専念する。

　服を脱いで裸に新しいベビードールを着ているが、裸同然だ。

　しかも、ショーツも紐のみ。

（こ、この恰好……。失敗したら……恥ずかしい……）

　鏡を見つつ、恥ずかしさで体を隠す。

　おずおずと浴室を出ると、寝室のドアが開いていた。

　そこまで歩くのだって恥ずかしいし、慣れない下着は肌を露出しているように感じる。

　そろそろと歩いて、ドアの前に佇むと海斗が目を剥いていた。

「ど、どうした？」

「あの……」

　言葉にならず、円香は俯きがちに近づいてベッドの上に乗り上がると、寝そべる海斗の腰の辺りに跨がった。

「……っ！　円香？　な、なんだ？」

「今日は……私が」

　そろそろと手を伸ばして寝間着越しに手で撫でる。

　慣れないことをしているせいもあるが、海斗の視線が胸や円香を見ているのを感じた。

「あの……足りなくなったか」

「ごめんなさい……。私からならって」

　本来ならすでに猛っていてもおかしくないそこは、静まっている。

（あ……私じゃ、駄目なのかも）

　プライドを傷つけられたのだから、そう簡単に治るものでもない。

　でも、今は円香が相手なのだし反応して欲しいと願っていた。

　円香はするすると手を動かし、下着越しに刺激をしてみる。

　まだ男根を見る勇気はなく、刺激を与えるだけでどうにかならないかと期待してしまう。

「今日の円香、凄い可愛い。似合ってるし、色気もあるし……」

「この日だけ……」

「ごめん。気持ちは、凄く円香を抱きたいんだけど」

（口……より……）

　じゅっぷりと濡れた自分の下肢を感じて、円香は勢いに任せてズボンを引き下ろす。

　下着姿になった彼を見て、円香は胸を鳴らしながら思い切って下着も脱がせた。

　初めて見るそれは、無反応で小さく、まるで円香に興味がないように思える。

　段々ムキになって、円香は跨がりなおして自分の濡れた秘丘を思い切り擦りつけた。

「あっ……」

　それだけも布が擦れて円香は感じてしまう。

　海斗がじっと見つめているせいか、いつも以上だ。

　上目で誘うように自分の胸を弄ってみると、海斗がそっと円香の胸を揉み始めた。

「円香……こんなに淫乱だったのか？」

「今日だけ……です」

「いつもそうして欲しいな」

「できな……んっんっ……」

「自分で当てて気持ち良くなってるのか？」

「……そう……。だから、海斗さんも」

　ぐちょぐちょに濡れたショーツを脱ぎ捨てると、円香は直に男根に擦りつけた。

　熱こそないが、じわじわと猛り始めてきて蜜粒を刺激している。

（あっ……もしかしたら……？）

　そう思うと、余計に腰を振って蜜を猛りになするようにしてしまう。

　自分は変態かもしれない、おかしなことをしている、そんな想いが余計に円香の行為を助長させて、蜜はとめどなく溢れ下肢を伝いおちた。

　つんつんと蜜壺に猛りが当たり始めると、円香はそっと腰をあげた。

「挿入……できそうです……」

「でも……まだ……じゃないか」

　何を心配するんだと、円香は猛りをそっと手で握ると思うほど固くなっていない。

　でも、ここまできて引き返すなどあり得ないと、円香はそのまま海斗の猛りを蜜口にあてがい腰を落とした。

　蜜の滑りと、完全に膨張してないせいで入りにくいと思ったが、ぬっぷりと蜜口から侵入してくるのを感じる。

「ふぁ……入って……る……。海斗さんが……」

　今までに感じた事のない幸せに、円香は嬉しくなった。

　しかし同時に、痛みを伴い始めて腰を浮かしたままになってしまう。

　これでは海斗を満足させることができないと、円香は痛みを我慢しながらゆっくりと腰をおろす。

「い……た……海斗さん……好き……」

　潤んだ瞳で訴えると、海斗の猛りがいきなり膨張した。

　秘肉が押し広げられて圧迫され、さらに痛みが増す。

　しかも、海斗はゆっくりだが下から腰を突きあげてきた。

「だめ……だめぇ」

「こんなに頑張ってくれると、俺も円香をめちゃくちゃにしたい」

「……っ。海斗さ……」

「この下着越しに見える肌も、内側も俺だけのものになったんだから」

「海斗さぁ……ん」

　涙が出そうな程に嬉しく、満足感に満ちていく。

　ぎこちない突き上げに隘路が広がり痛みで涙が零れる。

　自分が跨がる恰好なので、腰を引いても海斗が強引に入ってきてしまう。

　痛いと言葉が漏れてしまうが、海斗も止められないようでみちみちと音を立てて広げられていく。

　同時に、円香には感じたことのない幸せが頭の中に広がっていた。

　まるで何かいけない薬でも飲んだかのような多幸感に浸食されて、痛みが快楽の引き金にすらなっている。

「い……た……い。海斗さっ……。もっと……いっぱい。いっぱいして」

　笑みを零しながら、円香は矛盾したことを口にしていた。

　ここまでの我慢と、そして今ここでした努力、そして海斗の悲しみが報われたような気がしたからだ。
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　海斗と目が合うと、恥ずかしくなって視線を逸らす。

「可愛い。いつもよりエロい。もっと見せて」

　下着を捲られて胸を揉まれると、体が跳ねた。

「ひあっ……あぁ……」

「気持ちよくしたいから。円香……」

　突起を丁寧に捏ねられて、円香は頬を赤らめた。

　長い指が自分の目の前で器用に動いている。

　その卑猥な動きに恥ずかしくなり、目を瞑った。

　しかし、ぐっと突かれてまた痛みが走る。

「んぁっ！　いた……海斗……さ……」

「ごめん……もっと深く入りたい」

「きて……きて！　私もそうして欲しいの」

　自分でも気持ちが制御不能になっていく。

　痛みがじわじわと薄れてきて、隘路がほぐれていくと海斗の猛りを腹の中で感じ始める。

　こんな感覚は初めてで、彼が動く度に秘肉が絞めつけいる。

「きつい……」

　海斗が切なく呻くが、それでも強引に入ろうとしてくる。

　円香は腰を自然と揺らし、欲しいと強請るように押し付けた。

「うぁ……円香……それ……すごい……絡んでくる」

「そう……なの？」

「ああ」

　円香は上から海斗を見下ろすと、今にも果てそうな余裕のない顔をしている。

　自分はまだ快楽を少し感じ始めたばかりだと、息を弾ませながらそっと海斗の着ている服を脱がし始める。

　驚く海斗をよそに、寝間着のボタンを外すとそっと体中を撫でまわした。

「海斗さん……気持ちいい？」

「もう……最高に……」

　海斗が苦笑していると、円香は愛おしくなってキスを落とす。

　互いに唇が重なると息苦しいようなキスに怒張は更に大きくなり、円香は顔をしかめる。

「ごめ……限界……」

　勢いよく引き抜かれると、円香の腹に向かって白い白濁が放たれる。

「あっ」

　熱を体に感じて、円香はどうしていいのか分からなくなり固まった。

　息を荒らげている海斗は目を瞑り、久しぶりの解放感の余韻に浸っているようだった。

　綺麗な下着にかけられた白いそれをじっと見て、円香はそろっと口を開けた。

「あの……海斗さん……」

「悪い……汚すつもりは……円香がほしくて」

「……」

（それって……中に出したいってことだったの……？）

　考えると頬が赤くなる。

　処女を喪失した当日にそこまで求められるのは信じられないことだった。

　せいぜい、互いの気持ちが確認できればいいだろうと思っていたし、気持ちよくなれればいいと思っただけだ。

　海斗がこんなにも愛してくれて、独占してくれるのが嬉しい。

　結婚して、何も隔たりなく愛し合えるのなら海斗の言う通りにして欲しい。

「あの……海斗さんの好きにして？」

「え……？」

　息を整えながら身を起こす海斗は、意味が分からない様子で起き上がり、汚れたベビードールをティシュで拭いてくれる。

「ごめん。洗えるのか、これ」

「分からない。調べてみる」

「あのさ」

　海斗が顔を上げて、円香の方をちらりと見た。

「好きにして、なんて言われると。なんでもしたくなるけど」

「いいの。だって、海斗さんのこと好きで仕方な……」

　海斗を見ていた筈なのに、いつの間にか天上を見ている。

　何が起こったのか分からないでいると、海斗が視界に入り、口づけてきた。

　口腔を舐るキスに円香は息を弾ませて応じる。

　じわじわと蜜が蕩けて、海斗はすぐにベビードールを脱がしてしまう。

「新しいの買うから」

「え……また着るの？」

「だって……めちゃくちゃエロい。これ」

　脱がされた黒い下着は、くちゃっとなって小さくまとまりそれを身にまとっていたとは思えない。

　キスだけでもまた蜜が溢れてきて、円香は自然と腰を押し付けてしまう。

　すると海斗がくすっと笑う。

「濡れ過ぎ」

「あ……だって」

「我慢させて悪かったな」

　膨らみに手が伸びて柔らかく揉みしだかれると、そのまま先端を捏ねられる。

　じわじわとまた愛撫されるのかと思うと、円香はイヤイヤと首をふった。

　今なら、快楽の違いがなんとなく分かるのだ。

（私……本当に変よ）

　先端に海斗が吸い付いてきそうになって、円香はとうとう手で制していた。

「挿入して？」

「え……？　痛いだろ」

「大丈夫。今すぐ欲しいの」

　円香が懇願するように言うと、足を大きく広げられて蜜口に猛りがあてがわれる。

　そのまま突き入れられると、まだ痛みが走るが円香はシーツを掴み我慢した。

　そのまま奥までゆっくりと貫かれると、抜き差しが始まる。

「あっ……ふぁ……すご……動いてる……」

「円香も、また絞めてくる」

　内壁を猛りが擦る度に熱を感じて、体がひくっとなる。

　首に腕を回してされるがままでいると、海斗の汗がぽたっと落ちた。

　円香も汗が滲みだす。

　部屋が熱気で暑くなるような気がした。

　頭の中で余計なことを考えるのが面倒になって、海斗の名前を何度も呼ぶだけになっていく。

　肉が海斗の熱を絡めとり、抽送の度に円香は卑猥に喘ぐ。

「あっ……あぁぁ！」

「痛くないか？」

「もう……平気……海斗さんでいっぱい」

　潤んだ瞳で訴えると、海斗がそっと頬を撫でてくれる。

　隘路がきゅっと絞まると、切ない声が聞こえてきてさっきより早い抜き差しになる。

　自分の中いっぱいに猛りで満たされて、円香は幸せに満ちて胸を揺らした。

「いっぱいにして……海斗さんで！」

「ああ……俺だけの円香だ」

　互いに名前を呼び合い、揺さぶられながら、海斗は腹の中で熱を飛散させた。

　いっぱいに受けると、足にじわっと伝い落ちてくる。

「あっ……あっ……」

　いまだひくひくと腹の中で蠢うごめいているそれを感じ、円香は悦に浸る。

「まだ……いいか……」

「うん……もっとして」

　甘えた声でおねだりしている自分が信じられないと思う反面、正直に言えてよかったと思った。

　足に伝い落ちた白濁を拭き取られると、四つん這いにさせられて後ろから貫かれる。

　円香たちは初めてつながった夜に、何度も何度も愛しあった。







「ひぅ……あっ……あぁぁ！」

　円香をその日も帰ってきて早々に下着姿にして、窓辺に立たせた。

　彼女は非日常がどんなものか知らなくて、いつもと違うことをすると喜び、蜜が止まらなくて溢れてくる。

　買ったマンションは最上階で夜だと説明した上で、カーテンを開けると、暗がりの窓に円香の体が映る。

　それを見ただけでも彼女の頬が紅潮して、可愛くて胸を鷲掴みにしてしまった。

　そのまま後ろから捏ねたりしていると、すぐに「欲しい」と言われてしまったが、海斗はそんな簡単にするかと、下着をすっと撫でて蜜を更に溢れさせる。

　紐状のそれはぐっしょりと濡れそぼり、もはや意味をなしておらず、脱がすと蜜が糸を引いた。

「こんなにして」

「だって……一日中待ってたの」

「たった一日だろ？」

「……長いの……」

　思わぬことを言われて、海斗は愛おしくなって振り向かせてキスをしてしまう。

　早朝に出ていき、夜は九時頃の帰宅。

　もっと早く帰ってもいいのだが、会社の事情もあるせいで遅くなる一方だ。

　円香が体をうずうずさせながら待つのも仕方ない。

　素直に言ってくれるのが、海斗にとっては嬉しくて仕方ない。

　尻を突きださせて、胸を揉みながら蜜壺に指を三本挿入する。

「ひぁ！」

「足りないだろ？」

「そんな……こと」

　そう言いつつ、円香の顔は物欲しげに海斗を見つめている。

　つい最近覚えたばかりのセックスがしたいと言えないもどかしさを感じているのだろう。

　指が三本も入っているのに、蜜で滑って掻き混ぜるとぐちゃぐちゃと激しい水音がする。

　そのまま抜き差しもすると、円香がまた「欲しいの」という。

「まだだ」

　こんなに求められているのに、まだだと言える余裕ができたのは円香のおかげだ。

　でも、彼女は思い切り焦らして体がほぐれてきたころが一番いい。

　時にはすぐに挿入してしまう時もあるが、そんな時は玄関だったり風呂の中だったり、自分に余裕がないときだ。

　じゅぷっじゅぷっと音が激しく、蜜が下肢を伝い落ち、海斗の手を汚している。

「蜜が凄いね。今日はどうした？」

「海斗さ……遅くなるって……電話……なかったから……ひぅ……あぁ！　あぁっ！」

「寂しくて？」

「他の人と……って」

（エロくて可愛い……）

　最高の妻だと思いつつ、自分が引き金になっていると思うと少しいじめたくもなる。

「悪かった。仕事が忙しくてな」

「電話……して？」

　潤んだ瞳で振り向かれて、海斗の胸が思い切り跳ねた。

　もう我慢の限界だと、指を引き抜きスラックスを脱ぐ。

　窓に映る円香を見つめながら、一気に挿入すると円香の体が思い切りしなった。

　最奥まで一気に突き上げると、肉壁が絡みついてきてきつい。

　思い切り腰を使い激しく揺さぶると、円香の顔が卑猥に歪みながら、胸がぷるんぷるんとゆれている。

（いい……最高にいい）

　言葉にしたら嫌われるだろうと思い言えないが、体もエロいが、表情ひとつや胸が揺れる様にしても、円香は色気がたまらない。

　自分が恋をしているからかもしれないが、自分だけのものにしている瞬間、円香が快楽に酔いしれていると思うとたまらない。

　最奥をずんずんと突き上げると、円香の嬌声が部屋に響き始める。

「あぁ！　凄いっ！　……もっとして！　もっと欲しいのっ」

「円香、綺麗なのに淫乱だ」

「私、海斗さんにそう言われるなら！　嬉しい……」

　海斗は胸にジーンとするような喜びが満ちてしまう。

　同時に猛りがむくっと大きくなり、余裕がなくなってくる。

　自分は今まで女性を満足させることがなかったのかと思い込んでいたが、円香のおかげでここまで回復し、そして、最高に気持ち良いセックスをしている。

（最高の相手だ）

　肉襞が絡み、膨張しきった猛りがきつくなって海斗は呻いた。

「うっ……円香……」

「いっぱい頂戴……」

　そう言われると、もう海斗の理性は吹き飛び腰を振るだけだ。

　腰を打ち付け、快楽に溺れて円香の中に放つことだけに集中すると、次第にぼんやりし始める。

　そして――。

「あっ……あぁ！」

　円香の激しい嬌声と共に熱を思い切り放つと、そのまま彼女を抱きしめた。

　どくどくと止まらない熱を放ち続けると、次第に溢れて下肢を伝い落ちてくる。

「風呂……行くか」

「はい……」

　息を整えながら、海斗はまた抱きたいと円香にキスをした。

　途端にまたむくっと猛りが起き上がり、円香の体が震える。

「このまま、もう一回」

「……はい」

　頬を染めながら振り向く円香は、少し照れているように見える。

　そんな初心なところが可愛いくもあり、乱れさせたくもあった。

　海斗はもう一度抜き差しをゆっくりと始めると、肉壁がすぐに絡みついてきて、さっきより鋭敏に感じていることが分かった。

（やめられない……）

　自分が円香に溺れるほど好きになっていることを自覚するばかりだ。

　しかし、会社ではこんな快楽と優しさとは真逆の冷淡な日常で、いつも辟易としていた。

　円香がいるからなんとかなっているが、今ほど会社が嫌だと思ったことはない。

　彼女の柔らかい腰をしっかり掴みながら、海斗は思い出しかけた職場での陰鬱とした心地を忘れるため、がむしゃらに腰を使った。














第四章









　社長室でコーヒーを飲みながら、昨夜の円香のことを思い浮かべるとどうしても頬が緩む。

　昨夜は疲れていることなど忘れて、朝方まで抱き合っていたのだ。

　欲しがる顔も溢れる蜜も、自分と出会うまで処女だったとは思えない。

　しかも、自分の女性不信まで治してしまうほどのエッチな体の持ち主だ。

　このまま何事もなく、毎夜抱いていたいし、そのうち子供ができたら溺愛しそうだ。

　結婚して良かったと思うと、また顔がにやける。

　このままではいけないともう一杯コーヒーを飲もうかと思っていると、扉がノックされた。

「はい」

「南です」

（タイミングよく、円香のお父さんか……）

　ふわりとした心地でお礼でも言いたくなるが、彼が社内で自分の前に堂々と現れる時は何かある時だ。

　この腑抜けな状況をなんとかしなくてはと、頬をパンと叩く。

「どうぞ」

「お忙しいところ申し訳ありません。すぐにお話したいことがありまして」

　南は社長室の鍵を閉めて、秘書からの唐突の侵入を防いでしまう。

　これが娘の円香だったら最高に良いシチュエーションだが、父となると真逆の嫌なことの前触れなのだ。

　顔を見れば、南はじっと自分を見て話すタイミングを伺っているようだった。

「何かあったか？」

「私の落ち度なのですが。社長が新婚旅行中に副社長に一任したところ、彼が裏で暗躍し始めました。次期社長だと自ら吹聴しているようです」

「ばかなことを……。で、南さん、どうする？」

「すでに社長派と副社長派に別れていて、仕事にも影響が出るかもしれません。頃合いを見計らってご判断すべきかと」

「円香とは上手くいったのに」

「はい？　円香と副社長は関係ありませんが」

　南はやや不機嫌そうに言う。

　敵対している相手と娘を一緒にされたからだろう。

　でも、海斗にしてみれば向かい合わないといけない相手、という意味で同じように苦しむ時期だってあったのだ。

　円香のように歩み寄ることなどないとは分かっていても、互いに譲歩して会社をよりよくできれば、副社長を切ることなく済むだろう。

　自分は副社長に留守を一任した時点で、彼の力量と度量を計ったつもりだ。

　結果として、裏切られてしまったが。

「どれくらい、副社長についている？」

　海斗は顔をしかめながら南に訊いた。

　南はファイルを取り出すと、そっと渡してくる。

　さすがに用意周到だと思いつつ、敵に回したくない相手だと、にたりとしてしまう。

　資料を見れば、人事、経理の半数、営業の三分の一が抱き込まれているようだ。

「経理は困るな。使い込みでもされたら信用にかかわる」

「そうですね。人事にしても、営業にしても困ります。自分の言うことを聞くイエスマンで固めて、副社長派に抱き込もうと企んでいるのが見え見えではありますが」

「はあ……。副社長派の人間全てを切って、再雇用する場合、利点はあると思うか？」

　海斗は最終的な意見を南にも訊いておこうと、ちらっと視線を上げてたずねた。

　南は大きく頷き、「もちろんです」と言っている。

　しかし、人事は全員抱き込まれてしまったのだ。

　全員のクビとなると、少々社内が荒れそうでもある。

「人事は有能なものに限り社内で営業に異動。他社で有能な人間を引き抜いてこれないか、南さん」

「わかりました。足りない人員は補填ですね。ただ、営業に飛ばすとなると、人事に口を出すかもしれませんが」

「ああ、そうだな。皆が新人だとそういう可能性もある。仕方ない。子会社に飛ばすか」

「それがよろしいでしょう」

　南は小さく首を縦に振り納得しているが、海斗は深いため息を吐いて背にもたれた。

　人事全員が裏切るとは頭を抱えてしまいたくなる。

「まさか全員とは。給料に問題でもあると思うか？」

　南は首を大きく振った。

「金を掴まされたようです」

「金？　まさか……」

「経理を抱き込み会社の金で……。経理には昇格の話と美味い食事でも食わせたのでしょう」

「はあ……。全く……。自分の財布じゃないんだぞ」

　副社長が派手な性格なのは知っていたし、噂では給料の大半を使ってしまい貯金などないという話もある。

　しかし彼の給料はかなりの額で、一か月で使うには普通の金銭感覚では難しい。すでに鈍っている証拠だ。

　もはや一刻も早く切らなくてはいけないと、海斗は決意を固めた。

　ファイルを南に返すと、まずは知り合いに良い人事がいないか当たって欲しいとお願いした。

　新しい人員を確保する為の面接など、南が指揮をとって行ってもらう。

　そして、副社長には早々にクビを言い渡さなければいけない。

　経理を経由して使い込んだ金がいくらかを把握しなければいけないからと、南が話を聞き出した経理を呼ぶように命じた。

　南が去ると、代わりにその経理がおずおずと現れて、使い込んだ額を教えてくれる。

　ひとり百万は握らされて、人事は五人。

　五百万の赤字だ。

　誰が引き出したのかをきけば、経理部係長。副社長の昔からの友人だそうだ。

（昇進できないはらいせか）

　以前から、仕事の態度が真面目ではないと聞いていて、使い込んだ形跡があると報告があがっていた。

　しかし明確な証拠もなく、係長ではないか？　という疑いのままで終わってしまった。

　結果的にこんな大事になるとは、海斗の失態だ。

　経理の人間が去ると、早々に副社長と経理部係長はクビにしなければならないと、海斗は腹だたしい気持ちでいっぱいになっていた。







　海斗がイライラしながらマンションに帰ると、円香がおかえりなさいと出迎えてくれる。

　いつもなら、このまま押し倒してしまいたくなるが、今日はそんな気分にはなれない。

「どうかしたの？」

「いや……色々あって」

「話なら聞くけれど」

　円香が心配そうに顔を覗き込んでくるので、海斗は努めて笑みを作った。

　会社のごたごたを家に持ち込みたくはないし、これから副社長派の人間を追い詰めてクビにするのだ。

　どんな理由があろうとも、会社から追い出すことは他人の人生を左右してしまう。

　そんな汚い手を使う自分を円香には知られたくはない。

　父の南だって、そんな姿を見せてはいないだろう。

　リビングに向かってソファに思い切り身を預けると、隣に円香がちょこんと座る。

　いつもならしなだれかかってくるのに、今日はさすがに気にして少し距離がある。

　海斗も心身共に疲れて、円香を抱き寄せてキスをする気分にはなれなかった。

「今日から、少し忙しくなる……。それで」

「それで？」

「一日一回のエッチができそうにない。悪い」

「え……あの……そんなに忙しくなるの？」

「悪い、いきなり約束破るようなことして。ひと段落したら思い切り抱きしめるから」

「それは……良いんです。だって、海斗さん私の方見てくれないし」

　悲し気な声がして、自分が目を瞑って今にも眠りそうになっていることに気が付いた。

　ネクタイを緩めて慌てて円香を引きよせ頭を撫でる。

「ごめん……。ご飯は？」

「……ラタトゥイユとスープ、シーザーサラダ、後、今日はケーキがあるの。買ってきたんだけれど、食べる？」

「ああ」

　円香の声が少し弾んで、海斗も嬉しくなった。

　本当なら、ご飯も食べずに抱いている時間だが、今日からはしっかり食べて、副社長とやりあわないといけない。

　円香の快楽に酔いしれて寝不足では困る。

　ダイニングに移動してすぐに用意されると、トマトの酸っぱい香りとスープの香りが鼻先をくすぐる。

　料理教室に通い始めて、腕は確実に上達しているし、美味しい。

　とろとろに煮込まれた野菜がトマトと絡み、口に入れると酸味が広がる。

「美味しいな」

「お肉食べたいですよね」

　そう言って、円香はすぐに肉を焼き出した。

「今日は次々出て来るな」

「こんな日もあるかなと思って……。これでも様子見てたんです。最近帰りも遅いし、疲れてそうだから。美味しいお肉買っておこうと思って。ラタトゥイユと合わせると美味しいって」

　円香が優しい声音で言ってくれると、荒んでいた気持ちがほぐれていく。

　それだけじゃなく、美味しい料理が疲れを癒やしてくれるようだ。

「明日から、本当に悪いな」

　海斗はぼそっと呟くと円香は「ううん」とどこか寂し気に返事が返ってきた。







　翌朝、出社するとすぐに南が飛んできた。

「社長、おはようございます。すぐに報告したいことが」

「ああ。なんだ？」

「人事は自己都合で退職をするかもしれません。経理もそのつもりかと」

「なるほど、俺たちの動きを察知したか」

　海斗は顎を摩った。

　昨日、南と話してすぐに動いてもらった。

　いくらばれないようにしろと言っても、派閥に別れてしまった中では、社内で南を見張っているものもいるだろう。仕事をほったらかして暇なものだと思うが、南の行動がバレたのなら、自分たちがしたことを闇に葬るために自己都合退職にして、ごまかすのは見え見えだ。

「南さん。こんなことしたくないが、社長の権限で副社長側の人間を会社に留めておくことはできないか？」

「できるとすれば、退職時期は一か月後だと説き伏せるくらいかと」

「じゃあ、それでなんとか引き伸ばして、懲戒解雇をすぐに命じるか。その後の仕事だって、どんな理由で辞めたのかを聞かれて、困るくらいはしてもらわないとな」

「でしたら、業界内に根回しを」

　南が恐ろしいことを言い出す。

　しかし海斗は首を振った。

　自分が手を下さなくても、仕事ができる人間がまともな理由なく辞めれば、同列の会社には再雇用されない。不本意でも、今まで見下してきた中小企業や零細企業に頭を下げるしかないだろう。

「そこまですることない。さあ、すぐに彼がしたことの裏付け資料を集めましょうか。パソコンには案外足跡が残っているかもしれないし、不正に引き出した金なら、金額が合わないはずだ」

「そうですね！　人事はまるまる抱き込まれていますが？」

「新しい面接があると命じておいて欲しい。仕事があると伝えておけば、早々に動くこともできないだろう。それでも辞めると言い出せば、一か月後だと伝えて欲しい」

「分かりました」

　南が頭を下げると、海斗はまたふうっとため息を吐いた。

　つくづく、南が自分についていてくれて良かったと思う。

　息の根を完全に止めるまでやるのが南だ。

　愛娘の円香があんなに愛らしく優しく育ち、家族想いだと聞いているのに、会社じゃ鬼。

　きっと、家族を守る為に犠牲をいとわないと決めたのだろう。

「南さん」

「はい？」

　きょとんとした顔をした、少し間抜けな表情をした南が海斗を見て眼鏡をくいっと持ち上げた。

「これが落ち着いたら、昇進だから。俺の右腕になって欲しい」

「……ありがとうございます。ところで、円香はどうですか？　いい子でやってますか？」

「料理も上手になったし、優しい。南さんは仕事は厳しいけど、家では優しいだろ？　いつだったか、奥さんの手料理を自慢していたし。円香のことも可愛いっていつもいっていたし」

「私は、家族や円香に幸せになって欲しいんです」

「でも、円香を利用して俺と見合いさせたろ？　南さんって怖いなあ」

　くくっと笑うと、南が頭をポリポリ掻いて苦笑している。

　これでも、南の思わくの裏側が分からないわけではなかった。

　南は老後の為にまとまった額の退職金が欲しいのだろうし、ひとり娘の円香の幸せも手にしたい。欲深いといえばそれまでだが、一番手っ取り早いのが海斗との見合いだ。

　最初からそのつもりで近づいていたら恐ろしいことだが、信頼を勝ち得るまで仕事熱心でいてくれた。

　そう思うと、彼のその欲深さを利用して、そして自分も利用される。

　これが終われば、グッドエンディングが必ず待っているのだ。

　副社長側についた人間にはバッドエンディングだが、会社を守る為には仕方ない。

　選択を間違った、選ぶべき人間を間違ったと次回は人を見る目を養うか仕事に精を出して欲しいものだ。

　南がすぐに経理部に向かうと、海斗は自分が動いてはいけないと言われていたので、報告を待った。

　南の部下は仕事をしながら、裏を取ってくれるのだから頭があがらない。

　何かできないかと、デスクチェアに身を預けて考えていると、はっと思いつく。

　そもそも、こんなことになったのは自分の脇の甘さだ。

（副社長は今後ふたりでもいいかもしれない）

　現副社長が去った後に会議を開き、すぐに副社長をふたり置くことを決めた。

　ふいに南のことが頭をよぎるが、彼がそこまで昇り詰めてしまうとこういう不測の事態の時に動いてくれる部下がいなくなる。

　副社長として適任かもしれないのにもったいないが、誰か社外から一名呼び、もうひとりは昇級させてふたり置くことにしようと決めた。

　南は怒るだろうが、もう引退を考えている人間に副社長を任せていいのだろうかと、どうも疑問が残る。

　南には役員として意見してもらうことにして、海斗は副社長の新しい人事をするべく頭を悩ませ始めた。

　その日のうちに経理からデータを持ってくると、南は抜き出した証拠を掴んだと息巻いていた。

　営業を半分、人事を全て買収した額は多く、それをした張本人は今すぐにでも辞めたいと言っているそうだ。

　半分買収された営業部は、空中分解を起こしそうになっていて、海斗が様子見だと称して部署を訪れて抱き込まれていない課長や部長にやる気を出させた。

　買収された人間から辞表を預かっていると聞いて、一か月は退職できないことを告げると、ブラック企業だと騒ぎ始めて、ネットに勝手に書き込み始めたそうだ。

　自分達は会社の金で買収されておいて、と――、海斗は顧問弁護士に相談し始めた。

　書き込みの削除は簡単だが、広まってしまったものまで完全削除は難しいとのこと。

　なぜ副社長が営業にまで根回しをしたのかと疑問に思っていると、南がそれを突き止めた。

　好きなクライアントだけと付き合い、売掛金を誤魔化しても黙っていてもらおうということらしい。

　それに、互いの利害が一致すれば、経理と組んで不正な金も作りあげたろう。

　海斗は弁護士とも相談しながら、日々対応に追われた。

　副社長の企みは、暴かれる度に大きくなっていく。

　海斗は帰れないときもあり、円香に電話をして近くのホテルに泊まることもあった。

　一日でも早く副社長を追い込み、懲戒解雇をしなければ、自己都合退職で辞めてしまう。

　弁護士を立てたことも感づかれて、副社長もなぜか弁護士を立ててきて、泥沼状態になった。

　円香にホテル住まいになることを説明すると、服と下着、スーツを持ってきてくれて、心配そうにされる。

「何があったの？」

　円香の目がじわっと滲んでいた。

　シティホテルにふたりでいるというのに、海斗は円香を抱くこともなく、荷物を受け取れば、部屋に籠もり弁護士に依頼された資料を作らなければならない。

「ちょっと、会社で色々あって。円香は家で寂しければ実家に帰っているといい」

「いや……。だって、服が必要かもしれないし、お手伝いできることもあるかもしれないし」

「じゃあ……。また明日服をこの部屋に持ってきてくれるか？　クリーニングしても、同じ服を着てたら恥ずかしいから」

　海斗はうずうずしながら、円香を抱き寄せてしまった。

　正直このまま部屋に入れて一度思い切り、繋がりたい。

　でも、一度、なんて制御ができる筈がないのは分かっているし、円香だって箍が外れたように欲するだろう。

　今ここで、自分が仕事が忙しいという理由を盾に距離をとらなければいけない。

　苦しいことだが、円香を抱く余裕はないのだから。

「じゃあ、明日また来ます」

　顎を掬いあげて口づけると、思わず舌を口に押し込んでいた。

　口内を舐ると、円香は「あっ……ふぁ……」と鼻にかかる甘い声をあげる。

　円香はわざと誘惑できるような女性じゃない。

　心から気持ちよくて、キスだけでもそんな声をあげると思うと余計にむずがゆい思いになる。

　体の芯がずきんと痛み、何事かと思えば猛りが破裂しそうになっている。

　慌てて円香から体を離すと、頬を赤らめている彼女を見て余計に煽られた。

「じゃあ、おやすみ」

「おやすみなさい。海斗さん」

　もう一度キスしたら、部屋に引き入れてしまいそうで、海斗は努めて部屋にさっさと入った。

　そして、円香のいない生活がとてつもなく空しくて、テーブルに広げられた資料を前にして、また副社長を追いつめる資料を作成し始めた。







　部屋に戻ってきた円香は、ジンジンと疼く下肢を感じながらソファに寝転んだ。

　もう一週間はエッチをしていない。

　キスだけでも蕩けてしまいそうな感覚になって、思わず声をあげてしまったが、海斗は何もしないで仕事に戻っていった。

　そのことが凄く辛くて、ほったらかしにされているのだと思った。

（仕事、そんなに好きなのね）

　未だ疼く下肢がもどかしく思うものの、ひとり自慰にふけるのはルール違反だと思ってなんとなくやめておく。

　それに、海斗がいない間にそんなことをしていたら、きっと自分は快楽に狂ってしまうかもしれない。

　それほど、海斗に愛されたくてたまらないのだ。

（本当は、そのまま部屋に入れてくれると思ったのに……）

　唇を撫でると、まだ少し感覚が残っているようで恥ずかしくなる。

　とろりと蜜が溢れてきて、たまらずにスカートの上からそろそろと撫でてしまう。

「ふぁ……あぁ……」

　スカート越しに少し触れただけでも、鋭敏に感じて円香はどうしたらいいのか分からない。そのまま果てるまでしようか、それとも、ここで引いておこうか。

（海斗さんが……いるのに……）

　そう思うものの、するっとスカートを捲ってしまうと、下着越しに秘丘を撫でてしまう。

　自分のしていることが信じられずに、溢れた蜜で湿るそこを何度も指で往復させる。

「あっ……んっ……」

　海斗のごつごつした指とは違い、自分のか細い指がぎこちなく動いている。

　それがもどかしく、そしていつも気持ちよくさせてくれる海斗を余計に意識してしまう。

　蜜が溢れてとめどなくなると、下着がぐっしょりと濡れてしまって、蜜が布越しに指に絡んだ。

「私……こんなに我慢してるの」

　信じられないと、蜜芽を押しつぶした。

　すると腰が跳ねて信じられないほどの快楽に襲われる。

「ひあぁっ！　海斗さんっ！　海斗さんっ！」

　自分で気持ちの良い所を探りつつ、花芽を弄るとびりびりと体中に電流が走るような感覚がして、体がひくひくとなった。

　それだけでなく、蜜がとまらず下着が意味をなさないほどだ。

　脱いでも良いのかもしれないが、そんなことをすれば本当に海斗を裏切ったことになりそうで、その濡れた布は辛うじて自分の秘密を守ってくれている。

　布の中でくちゅっと音がして、円香は信じられないと目を剥いた。

　蜜が溢れて、膣内で溢れて音を立てているのだ。

（信じられない……海斗さんがいないだけで）

　いつも蜜がいっぱいだと海斗がいうが、それは海斗のせいだと自覚した。

　海斗を想ってする自慰はこの上なく気持ちよく、そして切ない。

　蜜芽を弄る度にじりじりと追い詰められて、背を仰け反らせる。

「あっ……あっ……ひぁ！」

　一気に頂きまで昇りきると、体が弓なりにしなった。

　足の指がピンと伸び、体が硬直すると真っ白の世界に体を委ねる。

　指を話すとくちゅっとまた音が立つ。

（余計に……欲しくなりそう……）

　じわじわとした快楽は、海斗がいないせいか満たされないだけだった。

　蜜で濡れた下着を取り替えようと浴室に向かい、ついでにお風呂に入ろうと思うと、切なくなる。

　つい最近までは、一緒にお風呂だって入っていたのだ。

　ひとり部屋に残されて、お風呂もひとりぼっち。

　寂しくなりながら、湯を張ると、また蜜がとろりと溢れだす。

（もう！　私は海斗さんだけ！）

　体が些細なことでも反応して、嫌になる。

　いつもはそれが嬉しくて互いに抱き合っていたのに、今日は困るばかりだ。

　円香は体を洗い湯に浸かりながら、海斗が仕事から戻ってくれることを祈るばかりだった。







　半月が経ち、海斗は副社長とその仲間を追い詰める準備が整い、辞令を命じていた。

　退職が認められないことが不服だった彼らは、懲戒解雇に怒り、社長室にまで怒鳴り込みに来る始末だったが、秘書と南が壁になってくれた。

　事情を知らない人間は、もはや会社にはおらず、副社長派の人間はどうせクビにされるならと、有給を消化していた。

　それでも、怒りにまかせてくるのだから勝手な人間の集まりだ。

　副社長、経理部係長は刑事告訴も考えていると脅したが、海斗が踏み切れなかったために、退職金なしの解雇にとどまった。

　正直なところ、追い詰めることは可能だと弁護士に言われ、そこまで罰するべきだとも説明された。

　横領したことを黙認すれば、また同じことをする人間が現れると脅されてもいる。

　でも、冷徹になりきれなかったのだ。

　横領を別の形で裁けないかと問うと、民事で裁けばいいと言われて結局その残務処理が残ってしまった。

　係長や副社長を法で裁くにしても、今いる海斗の為に働いている経理を脅すようなことはできない。

　信じているし、真面目にやっていることも知っている。

　南の息のかかってない者もいるし、弁護士の言うことが社長としてはもっともだろう。

　でも、刑事罰を受ければもはや社会的にやり直すことは難しいだろう。

　自分の判断は誤っているかもしれないが、誰かの信用を得る為には、時には身を切ることも必要なのかもしれないと、どうしても思ってしまう。

　それに、副社長たちへの社会的制裁は再雇用の難しさを考えれば充分なはずだ。

　罰された面々はそそくさと会社を後にしていった。

　南が社長室に入ると、満面の笑みを見せられた。

「やりましたね！」

「ああ」

「いやあ、すっきりした」

「俺も南さんくらいすっきりできればいいけど」

「え？　社長はすっきりしてないんですか？　信じられないな」

　南は意地悪な笑みを漏らしているが、海斗は他人の人生を揺るがすほどのことをしたときは、さすがに気持ちがブレる。

　それに、今回は大勢の社員だ。

　すっきりというより、後味が悪い。

「今日はすぐに帰っても平気か？」

　思わず言うと、南は「もちろん」と首を縦にふる。

「娘もひとりで寂しいでしょうから」

「結局、一度も帰らなかったですね」

　海斗は信じられないと、首を横に振った。

　広いマンションに一か月弱、ひとりきりだったのだ。

　いくら毎日服を届けに来てくれていたとはいえ、会えるのはわずかな時間だ。

　よく我慢したものだと思う。

　海斗も気を利かせて、食事くらいは一緒にしたりもしたが、円香はどこか上の空だった。

　その理由は聞かないでも分かる。

　ふっと手帳を開けば、週末の予定が空いていた。

「南さん。週末から四日くらい。休んでもいいか」

「え、ええ」

「まだ終わってないけど、円香が可哀そうで」

「ああ……。分かりました。ところで、副社長をふたり立てる案はどうなさいます？　また不意をつかれて乗っ取られたら大変ですから」

　南がくすっと笑っている。

　自分こそ副社長にふさわしいとは言わないが、わざとらしく提案してくる。

「目ぼしはついているから、今日にでも顔合わせしようか」

「私じゃないんですか？」

「だって副社長になったら、簡単に辞められないし。南さんはさっさと辞めて退職金が欲しいんだろう？」

「まあ、そうですが」

　南が少し残念そうに肩を落としている。

　思ったよりも野心があったようで申し訳ないが、気の置けない腹心は変わらずそこにいて欲しいものなのだ。

　それに、南が副社長になったらそれこそ社長の座が危ない。

「世界一周旅行したいでしょう？　それに、円香が困惑する。父親が副社長で夫が社長。そんなこと知ったら、きっと南さんがどんなことをしたのかと問い詰めるだろう」

「そうですね。もう先も長くはありませんし。社長の補佐を全力でさせて頂きます」

　南がそう言ってくれると、海斗も有り難い。

　南と副社長候補について話を詰めておこうと、外部の人間の名前を教えた。

　名前は阿久津あくつ。

　大学時代の後輩で建築関係の同業者だ。

　正直、自分にかなり近い存在だとは思ったが、彼はイエスマンじゃない。

　学生時代から、自分の意見をきちんと言うタイプで時には先輩から目を付けられたこともあった。でも、海斗にしてみればそうした姿勢はとても羨ましくもある。

　自分の場合はいずれ継ぐ会社をどう繁栄させるか、それに限るのだし、意見など期待されていなかった。海斗の意見が期待されるのは、会社が軌道にのって認められたときだけだ。

　だからこそ、いつでもきちんと意見を言える阿久津を副社長に任命した。

　南は学友であり同業者ときいて少し心配していたが、裏切ることはないだろうと安心してもいる。

　それからもう一人の副社長は、役員を務めている木村きむら。

　会社への忠誠心があり、社員の人望もある。もしも足りないとすれば、リーダーシップくらいだろう。

　その点は、阿久津の発言力で補ってもらえばいい。

　木村と南は年齢も近い。南だけ補佐に回らせることは申し訳ないが、その分、退職金に少し色を付けようと思う。

「南さん、早期退職は本気で？」

「ええ。もう体もしんどいですから」

「でも……」

　南はそれだけ過酷な人間関係を渡ってきたということだろう。

　木村は飄々と切り抜けるタイプだから、その点ではまだ南の人脈は欲しい。

「木村が副社長なのは悔しいですが、もう仕事に疲れたんです。船で世界一周させてください」

「そうだな。後数年は働いてもらうが。それに、いつでも戻ってきてもいい」

「戻りませんよ。その為に退職金を沢山頂きたいのですから」

　くくっと笑う南を見て、少し悲しくなる。

　義父であるから、何度でも会えるのだが、仕事の大切な仲間を失うのは悲しいものだ。

　プライベートで会えば、きっと南は仕事の話をしないだろう。

　ふたりの副社長の名前が出たところで、南は会議を開いて報告をしないといけないと、すぐに招集をかけるように提案してくれた。

　南は秘書に命じて、役員などを集めると会議の用意をさせている。

　頼もしい姿に、海斗はいずれいなくなることが躊躇われた。

　引き取めたいが、南の条件は昇級と退職金だ。

「では社長。午後一番で会議をはじめますので」

　南に言われて、海斗は頷いた。

　そして、その日のうちに役員や各部署の部長に副社長をふたりにすること。

　ひとりは部外者で阿久津という男に決めてあることを告げると、社内はどよめいた。

　しかし、海斗は動じることなくふたりの副社長案を進めなければ、今後も社内乗っ取りは起こる可能性はあると示唆し、同意を求めた。

　一瞬顔を見合わせて考えてはいたが、元副社長のしたことを知っているだけに、皆同意してくれる。

（良かった）

　海斗は胸を撫でおろし、近いうちに人事を発表すると言って、解散となった。

（その時は南さんは役員に昇級だ）

　感謝しつつ、海斗はその日の仕事を終えると久しぶりにマンションに定時で帰った。














第五章









　夕方六時。

　陽が沈み空も暗いなか、今日も海斗は帰らないのかとぼんやりしていると扉が開いた。

　誰かと思って顔をあげると、海斗がリビングに現れる。

「ただいま」

「おかえりなさい！」

　円香は海斗に抱き着いた。

　寂しい思いが吹き飛び、海斗にキスをせがみたくなってしまう。

　すると顎を掬われてキスを落とされた。

「悪かった。やっとひと段落したよ」

「少し痩せた？」

　円香はキスを中断し、心配そうに顔を覗いた。

　痩せたというより、疲れが露わになって頬が少しやつれたように見える。

　食事に問題はないと思うが、仕事に追われているせいか疲れが抜けない日々だったろう。

　円香がリビングに促すと、海斗はぎゅっと抱きしめて離さない。

「我慢してたろ？」

「何……を？」

「今さらとぼけても無駄だろ？」

　玄関前で思い切り胸を鷲掴みにされると、円香はぴくんと体が震えて海斗を見つめた。

　自慰をしてしまう日もあったが、海斗を思って待つ日は辛かった。

　このままほったらかしにされて、知らん顔をされるかもしれないと、不安だって襲っていた頃だ。

「海斗……」

　振り向き自らキスを強請ると、海斗は舌先をねじ込んでくる。

　膨らみを揉まれながら、丁寧に歯列をなぞられて円香は久しぶりの甘い感覚に吐息を漏らす。

　ぐちゅっと蜜が溢れ出て、すぐに下着が濡れてしまうと恥ずかしくて頬が染まってしまった。

（キスだけなのに……）

「ひとりで待てたか？　浮気……したか？」

「そんなこと……あっ……んっ……しなっ……ふぁあ……！」

「じゃあ、どうやって我慢した？」

「……運動したりして」

　円香は恥ずかしくなって誤魔化す。

　運動といえば自慰は運動かもしれない。

　でも、汗を存分にかくような激しいものではなく、卑猥な声をあげる全く違った運動だ。

「ふーん。どんな？」

「歩いたり、ランニングしたり……」

「苦手だと思ってた」

　口腔を舐められながら、円香は必死に応えた。

　口内も口の周りもべとべとに舐められながら、羞恥を煽られて、また蜜が溢れだす。

（バレ……てる？）

　息を荒くさせながら、ねっとりとしたキスを受けると膨らみは布越しに先端を突いたり捏ねたりし始める。

「んっあっ……！」

「まだ少しだ。欲求不満だったろ？」

「だって。海斗さん、少しもしてくれないから」

「自分でしてた？」

　急にキスが中断して耳朶で囁かれて、ぞくんと体を震わせる。

　響いた言葉は卑猥で、とても耐えられない。それなのに、どこか幸せな気分と高揚感が満ちてきて、こくんと頷いてしまう。

　すると、シャツのボタンが外されて下着がずり上げられた。

　ぷるんと胸が揺れると、指先が滑り込む。

　直接先端を捏ねられて、円香は腰を捩った。

「あぁぁ！　海斗さっ！」

「そんな声出して……。分かってたよ、俺に抱かれたそうにして帰るの」

「意地悪……っ」

「仕方ないだろ？　俺だって歯止めが利かなくなりそうだった。今日こうして抱き合うのが一番なんだ」

「お願い……沢山して？」

　上目でお願いすると海斗は首を横にふった。

「沢山するのは、週末の旅行で。今日は一晩たっぷりな？」

「旅行？　あっあっ……そこっ……やっ……」

　鋭敏に反応してしまう自分が情けない。

　しかも、週末は旅行だと言われた。

　期待してしまうと、余計に嬉しくなってしまう。

　しかし今日だけは、思い切り抱かれたい。

　円香たちは玄関前だというのに、貪るように抱き合い久しぶりの肌の温もりを確かめあった。

　勿論、一晩中で、海斗は仕事のことも考えずに夜明け近くまで抱いてくれる。

　仮眠は一時間で、円香が心配になるほどだ。

　昼間までベッドで眠っていると、メッセージが届いた。

『四日間グアムに行くから、準備しておいて』

　グアムと聞いて、円香の気持ちが一気に高ぶる。

『現地になんでもあるから、着替えだけで充分だから』

　円香は嬉しくてすぐに返事をするとキャリーバッグを用意して、早速服を詰めてしまった。







　海が眼前に広がるホテルで、リビングもあり、ソファがゆったりと置かれたスイートルーム。勿論、アメニティも充実しているし、プールもある。自分達が泊まる部屋はキングサイズのベッドが置かれていて、カップルや夫婦の為の部屋という感じだ。

　円香はベランダで外を眺めていると、ふっと背中に気配を感じて振り返った。

「どう？」

「凄い。海が綺麗」

「今日から四日間、外には出さない」

「え？」

「あたり前だろ……。日本にいたら邪魔だらけだからグアムに来たんだ」

　そういうなり、思い切り口づけられた。

　最上階に近いとはいえ、ベランダで抱き合うなど初めてで、誰が見ているか分からないからと思わず身を捩ってしまう。

「だめ……こんなところ……」

「目の前は海だ。それに……みんな海にいるだろ？」

「で、でもっ！」

　抵抗の言葉も空しく口づけられると、力が抜けてしまう。

　週末までにだって散々愛しあった。

　しかも朝方までだ。

　足りないのはお互いによく分かり、週末の旅行は楽しみだったし、期待もした。

　でも、こんな風にいきなり抱かれるとは思わずに目を剥いてしまう。

　口腔を舌が這いまわり、互いに舌が絡むと舐り合う。

「あっはぁ……ふぁ……」

「声も出して平気だから……」

「だめ……だって……聞こえちゃ……」

「ここのフロアを貸し切りにしたから」

「えっ……あっやぁ……」

　思わぬことを言われて、甘い声が出てしまう。

　服を捲られて、下着越しに先端を弄りまわされたのだ。

　ブラがすぐに外されて、着ていた服はすぐに脱がされる。

　露わになる胸を隠そうとしてしまうと、すぐに海斗が膨らみに吸い付いてきた。

「あっあぁ！」

「声……いつもより大きいぞ」

「そんなこと……んあぁ！」

「もっと我慢させれば良かったかな？」

「いやっ……っ。耐え切れないっ」

　首を振ると、海斗が丁寧に先端を舐りすぐにピンク色に尖り始める。

　舌先をちろちろと舐められて、円香は背を仰け反らせた。

　腰を支えてもらっているが、もはや快楽に飲まれてそのまましゃがみ込んでしまいそうだ。

　ぷるんと揺れる胸を鷲掴みにされながら、海斗は舌先で丁寧に転がすと穿いているスカートもすぐに脱がされてしまう。

　下着一枚になると、羞恥が煽られて頬が染まる。

「海斗さんは……脱がないの？」

「脱ぐよ……楽しんだら」

「もう……意地悪になってる！」

　先端を今度は指先で捏ねられ、摘ままれると甘い感覚に耐えきれずに身を捩る。

　何度も繰り返されて、円香は息を荒らげて潤んだ瞳で海斗を見つめていた。

「ちょうだい……」

「まだだ」

「だって……だって……」

　体がすぐにぞくぞくとした快楽に支配され始めていて、下肢は蜜で溢れて下着をぐちょぐちょにしている。

　こんな簡単に果ててはいけないと思うが、体が制御不能でとろんと海斗を見つめるだけだ。

　ぐにぐにと先端を押し付けられて、摘ままれ、膨らみはやわやわと揉まれると、次第に意識が白くなってしまう。

「あっあぁ……あっあっ……あぁぁ！」

「イケたか？」

「うん……」

　恥ずかしくなって頷き、海斗を上目で見つめる。

　すると海斗が満足気に笑みを浮かべた。

　風が肌にあたるだけでもぴくんと震えてしまい、下着一枚にされた状態で一度果てたことが恥ずかしい。でも、海斗がこのままベッドまで連れていってくれるとは思えない。

　下着越しに秘丘を撫でられると、海斗が耳朶で囁いた。

「俺のいない間、何回した？」

「し、してない！」

「へえ？　本当に？」

　滑らかな低音と共に、舌が意地悪く耳朶をぺろりと舐めてくる。

　更に体を震わせて、ぴくぴくとそこら中が鋭敏になってしまう。

「……一度」

「それだけ？」

「……」

（本当のことなんて言えないわ！）

　円香は結局、初めての自慰の後に寂しくなって毎夜自分を慰めていた。

　それをしても尚、本物の海斗に触れられて体が思い切り反応するのだ。

　何もせずにいたら、きっとキスと少しの愛撫でも果てていたろう。

　でも、そんな限界まで円香には我慢ができなかった。

　快楽が欲しかったわけではなく、海斗に抱きしめられない夜が悲しくて寂しくてたまらなかったのだ。

（許して……）

　じわじわと撫でられて、円香は懇願するように海斗に強請る。

　今日だって、欲しくてたまらないのだから。

　我慢していなかった自分が悪いのかと、恥ずかしさと自虐に満ちてしまう。

「そんな可愛いことされると、今回はいじめたくなる……。俺のこと沢山考えてたんだろ？」

「それしかないわっ……あっ……やぁ！」

　下着越しに蜜芽を摘ままれて、腰を引いた。

　自分の弱いところをよく知っているだけに、ぬちぬちと音を立てながら捏ねまわされる。

「こんなにぐちょぐちょにして……。下着は新しく買おうな」

「……はい」

　恥ずかしさに満ちつつ、あまりに汚れてしまったものだから従うしかない。

　それに、ここ最近は蜜が溢れてとまらず、まるで海斗を誘うかのようなのだ。

　今日は特別蜜も溢れ出ているし、愛撫がなくとも猛りを咥え込めそうなほど。

（私……変……）

　下着を脱がされると、ベランダで裸にされてたまらずに海斗に抱き付く。

　しかし、逆向きにされて手すりに手を着かされると、蜜口に指が三本突き入れられた。

　ぐちゅぐちゅとかき混ぜられて、たまらずに背が仰け反る。

「あぁぁ！　……いやぁ！」

「絡んで絞まる。蜜もとろとろで、止まらない」

　内壁を擦られ、抜き差しをされると腰ががくがくと震えだす。

　そしてぐちゃぐちゃと水音が止まらずに、外に響いているような気がして恥ずかしくてたまらない。

　それに、誰か見ているかもしれないと、どうしても考えてしまう。

「海斗……海斗！」

「イキそうか？」

「ちが……ちがうの……欲しいの……」

　振り向いて訴えると、海斗の顔が少し驚いたように目を見開く。

　右手で掻き混ぜながら、スラックスを片手でくつろげる音が聞こえてきて、円香は息をはあはあとさせながら、腰を揺らした。

　もはや挿入と同時に一度果ててしまうかもしれないと、もう一度振り向く。

「は……やく。欲しくて……たまらない」

「分かってる」

　蜜口にあてがわれると、一気に最奥まで貫かれる。

「ひあぁ！　あっあっ！　凄い、奥まで当たってる……海斗ぉ」

「なかも蜜でぐちゃぐちゃだ。でも、絞まってきてる。気持ちいいか？」

　円香は首を縦に振る。

　快感が喜びになって涙が出そうになって、自分で胸を揉みしだいてしまった。

　すると、海斗の手が伸びて鷲掴みにされて思い切り揉まれる。

「いつもよりも更にエロい」

「おかしい……の」

「旅行のせいだろう。もう絞まってきた」

　じゅぷっじゅぷっと音を立てながら腰を使われて、円香は何度も背を仰け反らせる。

　最奥に当てる抜き差しに、肉壁が猛りを猛然と絞めあげ始めた。

　それでもがんがんと当てられて、円香は意識を朦朧とさせ、淫猥に喘ぐしかない。

「あっあっ！　凄い。凄い！　海斗っ」

「円香っ……あぁ……くっ」

　海斗の色気のある声を聞いて、終わりが近いことを悟る。

　しかし自分は今にも果てそうで、腰が勝手に揺れてしまう。

　それに、蜜がまだ溢れ出し下肢を伝い落ちる程なのだ。

　抜き差しの度に水音がして、自分の卑猥な声と混じりより一層恥ずかしくなってくる。

　抽送が激しくなり、腰を激しく打ち付けられると、隘路が思い切り絞まった。

「ひあぁ！　んっ……あぁ！」

「円香っ円香！」

「海斗さんっ！　好きっ！」

「円香、好きだ、好きだ！」

　ふたりが互いに頂きに昇り始めると、海斗がそっと手を握りしめてくれる。

　肌のぶつかる音が激しくなり、息使いが激しくなった刹那、白濁が腹の中でたっぷりと飛散した。

「あっあっ……」

　体をひくひくと痙攣させながら全て受け入れると、収まりきらなかった分が下肢に伝い落ちてきた。

　体を繋げたままでいると、海斗が胸をぎゅっと鷲掴みにする。

「まだ、足りないだろ？」

　甘い低音に誘われて円香は小さく頷く。

　そのまま息が整うまで抱き合うと、今度は浴室に向かった。

　汗にまみれた体を洗うついでだと、海斗はシャワーを円香に当てながら抱いてくれる。

　浴室で海斗も裸になると、理性もなく抱き合うしかない。

（このまま……四日間）

　考えるだけで、円香は満ち足りた気分になる。

　体は少し心配だが、今までの我慢を存分に満たしてくれるのだから、たっぷりとおねだりしたい。

　浴室で抱き合い終えると、今度は我慢できずに鏡のある洗面台の前で抱き合った。

「海斗さんっ。ベッドに」

「我慢できないだろ？」

「で、でもっ！　んあぁ！」

　じゅぷっとまた音を立てて猛りを挿入されると、すぐに受け入れてしまう。

　そのまま思い切り突かれると、鏡に映る自分の卑猥な顔と姿にはっとした。

　目を逸らしていると、海斗が気が付いて耳朶で囁いた。

「鏡越しっていいだろ？」

「わざとですかっ」

「偶然だよ。それより、蜜がまだまだ止まらない。今日の円香は体が欲しがってるじゃないか」

「だ、だって……待ってたから……あっ……あぁ！」

　突き上げられて、円香は胸を震わせて喘いだ。

　正気に戻れば、はしたない自分の姿を見ることになる。

　恥ずかしいと思いつつ、海斗が後ろから突いてくる様子が少し見えるのは、いつもとは違う。

　海斗の姿に惚れ惚れし、円香はまた激しく嬌声をあげてしまった。

「ずっと円香を抱いていたい」

　海斗の言葉に、円香はうっとりしながら頷いた。







[image: ]











＊＊＊






　一か月後。

　円香の体には異変が起きていた。生理が来ないのだ。

　それに体もだるく、匂いにも敏感でむかむかする。

　もしかして、と思う反面、気持ちの準備が全くできていない。

　今日は日曜日で海斗もいる。

　そして、その予感の為に一週間前に薬局で検査薬も購入済みだ。

　でも、海斗は旅行先で言ったのだ。

『ずっと抱いていたい』と。

　それに、円香だってまだ快楽を味わいたい気もする。

　避妊もせず無責任かもしれないが、まだ海斗と深く深く繋がりたくてたまらない気持ちは変わらない。

　だからこそ、気持ちの整理がつかない自分が情けない。

　リビングでくつろぐ海斗にバレないように、そっとトイレへ駆け込み検査すると、ラインは一本しか出なかった。

「え……？」

　あんなにも体を重ねていれば、もう授かる時期だろうと思った。

　生理が来ないのも、この体調の悪さだってそのせいだとばかり――。

　なぜ自分が落ち込んでいるのかと、また新たな疑問が湧いてくる。

　妊娠していないのならば、もっと抱き合うことができるし、ふたりだけの時間を謳歌できるのだから、それはそれでいいはずだが――。

（海斗さんとの子供……）

　急に芽生えた母性に戸惑いつつ、トイレを出て検査薬を捨てるとリビングでくつろぐ海斗の隣に座る。

　モヤモヤしたままでいるのもつらく、雑誌を見ている海斗にそっと打ち明けた。

「子供できてなかったの」

「んん？　子供？」

「できたと思ったのに、違ったの。私、海斗さんの子供が欲しい」

「……」

　海斗は黙り込んでしまった。

　なぜ黙るのだろうと見つめていると、雑誌を閉じて円香に向き直る。

　そして瞳を覗き込むようにして、肩を抱かれた。

「俺も欲しい。でも、今は円香のことで頭がいっぱいだ」

「でも……」

「子作りだって思うと苦しいだろ？　それは自然に任せてもいい」

「ちゃんと子供できるか、検査しなくても平気？」

「検査が必要なら、俺も付き合う」

「それなら、今度病院に行きたい」

「じゃあ、会社は半休取るよ」

　海斗が頭を撫でながら言ってくれると、円香は涙がぽろぽろと零れてしまった。

　自分の気持ちと体がばらばらになっている時に、海斗がそっとフォローしてくれたのが嬉しくて仕方ない。

　子供が欲しいとか、まだいらないとか、そんなことを悩む日がくるなんて考えていなかっただけに、検査薬をひとり使うことにも精神的な不安があった。

　海斗が寄り添ってくれることが、なにより安心できる。

「でも……たっぷり俺はエッチしたいけど」

　海斗が意地悪を言いながら、円香の頬をそっと撫で顎を掬いあげるとそっとキスしてくれる。

　ソファに押し倒され、胸に顔を埋められた。

　今まで以上に気持ちが満ちてしまい、胸が鳴り始めた。

（海斗さん、大好き）

　かみ絞めるように思うと、ゆっくりと胸を揉まれて、円香は甘い吐息を吐いた。
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